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私たちは、吉祥寺は住みやすくて、良い街だと心の底から思っている。
街を見渡せば、ショッピングや飲食で楽しいひと時を過ごしたり、
緑に囲まれた公園でリフレッシュできる豊かな暮らしの生活シーンと、
それらを求める多様な人々で溢れている。
この生き生きとした街の様子を切り取れば、
他の街が羨む生活・人生がそこにある。

一方で、そう遠くない未来に吉祥寺が吉祥寺で
なくなってしまうのではないかという謂れのない不安を抱えている。
これまでも吉祥寺の強みや弱みを分析し、
他の街の事例の検討などを行ってきたが、議論は堂々巡りに終始してきた。
街の魅力や活力を維持していくためには、
個店レベルの小さなものから街区単位のものまで街の新陳代謝が欠かせない。
吉祥寺に関わる誰もが、明日はもっと良くしようとする日々の工夫が不可欠だ。
この延長線上にある最も大きな課題は、老朽化が進む建物更新であろう。
私たちは、吉祥寺にとっての良き新陳代謝のあり方を、
次の時代の姿を思い描きながら考えていかなければならない。

技術革新やグローバル化の進展が社会に大きな影響を与え、
私たちの働き方や生活スタイルが激変し続ける中で、将来の街の姿をデザインすることは容易ではない。
また、これまでわが国で行われてきた都市再開発がそのままモデルになるとは思えない。
都市の魅力とはいったい何なのか、人を引き寄せるとはどういうことなのか、
次の時代に街に求められるものは何かという本質的な議論から、
これからの吉祥寺に相応しい街のあり方までをみんなで考え共有していきたいとの思いで、
吉祥寺ポリシー（吉祥寺将来価値の創造）の検討を始めた。
このリーフレットは、その取り組みの一つである。
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―吉祥寺将来価値の創造―
吉祥寺ポリシー

―都市の利便性と官能性の絶妙なバランス―
吉祥寺の正体（アイデンティティー）

―メガトレンドを乗りこなそう―
取り巻く社会潮流

―吉祥寺らしくあるために―
求められる考え方

―誰もが関わりたくなる街に―
面白がろう
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・市が示した1962年の当初の計画案
（高山案）では、20万㎡を超える広範
囲な対象面積と街区をまとめるスー
パーブロック方式が提案されたもの
だった。しかし、商店街が分断されて
しまうという地元の意見や、中央線複々
線高架化事業の時期が差し迫る等の
要因から実現可能な必要最小限の計画
となった。その結果、当初の面積が半
分以下に抑えられるとともに、スーパー
ブロックを採用しなかったことで大きな
敷地の統合も行われずに従来の街区
が残り、中小規模のビル群や路地が
混在する状況が生まれた。このことが
街に奥行やスキマをもたらし、多様な
街並みや個性的な個店を生む源泉と
なった。再開発で駅前に大規模なビル
が立ち並ぶ均質な街並みが増えていく
中で、吉祥寺の個性があぶり出されて
きているのではないだろうか。
・近年、ロンドンやニューヨークなど成
熟化を先に迎えた都市では、建築やイ
ンフラの読み替えや造り替えによる都
市再生が進んでいる。そこでは、人の
居場所を丁寧に作っていく取組みが行
われており、画一的な理想を描く計画
論からの転換が始まっている。

・改めて吉祥寺の街を見渡してみると、吉祥寺には他の街にはない人間らしい動機に満ちた官能性があることを実感する。
加えて、吉祥寺は都市生活に求める利便性や効率性を持ち合わせており、それらが絶妙なバランスで成立するという幸運
を手にしている。単なる物的な充実を超えた、感性を刺激する街は、日々の暮らしに潤いを与えてくれる。
・様々な観点から都市評価ランキングが行われている。その多くが、公的なデータを用いて生活インフラの充実度をはかる
ものか、人の主観に基づいた住みたい街のイメージを問うものである。これらと異なる「人々が豊かに楽しく暮らす都市が
魅力的な都市である」という考え方を基に、人と人との関係性の豊かさと、人間が五感によって体験する身体性の豊かさ
を軸として調査したものが「センシュアス・シティ（官能都市）調査※」である。
・この調査で示された最大のポイントは「センシュアス度が高ければ、そこに住むことの幸福度も高い」という関係。成長
社会の計画先行ではなく、成熟社会に相応しい人間先行で都市を評価するこの考え方は、これからの吉祥寺のまちづくり
にとって示唆に富んでいる。
※LIFULL HOME’S総研『Sensuous City[官能都市]』（2015年）
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センシュアス・シティ吉祥寺
唯一無二の豊かな水辺
ファーストペンギンたちが築いてきた吉祥寺
摩擦係数がバロメーター
利便性と官能性が生み出した生活文化
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・水辺は、日本人の心のよりどころ。
古来より水辺で、涼をとったり、
遊んだり、食事をしたりして過ご
す文化があった。また、世界を見
渡してみても、質の高い都市には
必ずといって良いほど、海や湖、
川など魅力的な水辺があるもの。
水辺がある暮らしは、人々に官能
的な魅力をもたらしてくれる。
・四季折々の表情を見せる水辺や
緑あふれる自然が、ターミナル駅
や商業集積地に近接しているとい
う幸運。再開発で都市がどんどん
均質化していく中で、東京圏の郊
外都市の中では唯一無二の豊かな
水辺が、日常生活の一部として至
近に存在する幸せをかみしめたい。
・毎日の散歩にも、気取ったデート
にも、どんな場面でも様々な気持
ちを受け止めて、憩いを与えてくれ
る井の頭公園は、誰もが感じる吉
祥寺のとっておきの場所。時代を
超えてたくさんの人から愛されてい
るこの公園は、100年先の未来に
も変わらぬ姿であり続けてくれるこ
とだろう。

・周囲の良好な住宅環境と商店街、井の頭公園など、もともと人を引き
寄せる素地を持っていた吉祥寺で、アイデアやセンスに優れた人がそれぞ
れの熱意をそそぎ込み、様々な事業を展開してきた。その積み重ねがジャ
ズ、グルメ、雑貨、アニメなど吉祥寺の魅力に多様な彩を加えていった。
・まず最初に挑戦した人たち（ファーストペンギン）がいて、その人たち
への憧れとチャレンジ精神を併せ持った者たちが吉祥寺で追随し開業を
目指す。これが、トレンドとなって街に活力を与えていった。どの時代にも、
こうした存在が常にいたことが、吉祥寺に良き新陳代謝をもたらしてきた。
・吉祥寺で自らが面白いと感じる事業を世に問いたいと願う多くのチャレ
ンジャーたちによって、この街にしかないライブハウスや飲食店、雑貨店
などがたくさん生まれ、街の奥行を創り出してきた。そこには店主たちの
強いこだわりが散りばめられている。こうした魅力的な店が点在する街を
巡れば、単なるモノやサービスに止まらない“発見” や“共有したくなる
対象” と出会えることだろう。

・吉祥寺には、日々の暮らしの中で年齢や性
別を問わず様々な人が訪れる。人々の多種
多様なニーズに応えるこだわりの個人商店、
個性豊かな商店街、安心の大型商業施設と
いった多彩な店舗の存在が、日常の買物の
利便性を大いに高めてくれている。
・多種多様な店舗や飲食店のみならず、非日
常のエンターテイメントやアミューズメントを
日常の一部として捉えられることも暮らしを
豊かにしてくれる吉祥寺生活の奥深さ。
・演劇、音楽、アニメなど様々なサブカル
チャーを発信し、街に取り込んできた吉祥寺。
・住宅が立ち並ぶ中にも気の利いたお店が入
り込む、少しだけ豊かな気分が暮らしに溶け
込んでいる様子は、たとえ外から眺めるだけ
でも、街行く人にとって気になる存在。

・歩き回ってもらうこと（回遊）も含めて、少しでも
長く街で過ごしてもらうこと（滞留）は、街のにぎ
わい創りにとって最も大切な要素である。必要な行
動や予定していた行動だけで、さっと通り過ぎて行っ
てしまう街ではなく、いろいろな場所にひっかかり
ながらより多くの時間を過ごしてもらえる摩擦係数
の高い街でありたい。
・吉祥寺の街を歩いていると、個店でも、商店街で
も、気になる何かと出会い、ついふらりと立ち寄っ
てしまうことがある。楽しく街を歩き回ることができ
る変化のある多様な街路（商店街）の広がりと多彩
でオープンな店舗は、吉祥寺の大きな財産である。
・「あの行列はなんだろう？」「いいにおいは、どの
店から漂ってきたのだろう？」「この細い路地の先に
は、何があるのかな？」。吉祥寺は、こだわりのお
店やどこに出るのかわからない路地など、気になっ
てしかたがない対象がたくさんあって、歩くスピード
が自然と落ちてしまう摩擦係数が高い街なのだ。
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・住む場所と働く場所を分離す
ることが最善の政策と捉えられ
てきた時代があった。東京都で
働く人が急激に増え、より安く、
より広い住宅を求めた東京都
市圏の生活者が郊外に拡散し
た。住宅地は、都心部を中心と
して放射状に広がる鉄道網に
沿うように郊外はドーナツ状に
形成されていった。こうして栄え
たベッドタウンの衰えが際立っ
てきている。高度成長期にマイ
ホームを求めて移ってきた団塊
世代が年金生活に入り、ものづ
くりの空洞化で働き手も集まら
ない。郊外都市の少子高齢化
は、都心部以上のペースで進む
と言われている。郊外はこのま
ま高齢者の街になってしまうの
だろうか。
・世界三大都市の一つと位置
付けられている東京。その都心
部の利便性や楽しみの要素は
ますます高まっている。都心は、
社会基盤の水準が高いだけで
なく、教育や医療、文化や娯楽
など、人々の暮らしを豊かなも
のにする要素が充実している。
このことに気づいた多くの住民
が郊外から都心に移り始めて
いる。一方、総人口減少ととも
に世帯構成人数も減り、単身
者や共働き夫婦世帯は増加の
一途を辿っている。こうした動
きは職住近接を求める傾向を
強め、都心回帰の流れに拍車
をかけている。
・人口構成、働き方や生活スタ
イルの変化により、郊外を求め
る世代はどんどん減っている。
現在衰退しつつある郊外都市
は、おおよそ都心から３０キロあ
たりをドーナツ状に取り巻くよう
に形成されている。それらの郊
外と都心の間に位置する吉祥
寺はどうなっていくのだろう。じ
わじわと郊外の衰退に飲み込ま
れていくのか、都心部の機能の
一翼を担うのか。それともどちら
でもない独自の道を歩むべきな
のか。

・未来に残すべき吉祥寺の重要
な財産の一つは、多彩な個店
を中心とした商業のにぎわいで
ある。だが、インターネットやス
マートフォンの普及などの情報
技術の急激な発展により、これ
までリアルな場所としての都市
（マーケット）が担ってきたモノ
と情報の交換の場を、インター
ネット上の商取引やＳＮＳなどに
よるコミュニケーションの世界
が奪いつつある。
・私たちが魅力として感じてき
た “リアルな場所”ならではの
価値とは何なのだろう。この問
いに応えることは、これからの
魅力的な店の在り方、ひいては
活力あるまちづくりにおいて重
要なテーマの一つである。
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・社会環境は激変し続けてい
る。少子高齢化の進展や世帯
構成の変化に伴い、私たちの
暮らしや働き方に対する考え方
も変わってきている。私たちは、
スマートフォンを手にインター
ネットの大いなる恩恵を受けつ
つ、リアルの場でも、これまで
以上に立地や品揃えの良さ、２
４時間対応といったより利便性
の高い流通チャネルを選択して
いる。
・これからの消費意識を大きく
変え得るコト消費やシェアリン
グ。その変化の根底には、物的
には充足したが、さらに精神的
な豊かさを求める感情があるの
だろう。こうした社会の動きは、
モノや空間、移動手段、労働力
など様々な対象を飲み込んでい
く。コトを提供するサービス業
においても、グローバル化の流
れと共に、今までにない新しい
価値を提案するプレーヤーがど
んどん現れてきている。
・私たちは、日常生活において、
今まで以上に自らの意思で物事
を決めて、自分にとって最も合
理的に利益となる行動を多様
な選択肢の中で選ぶことがで
きるようになってきた。こうした
利便性の享受は、一過性のも
のではなく、不可逆の出来事で
ある。景気の浮沈に一喜一憂
する前に、パラダイムシフトに立
ち向かう自分なりのスタンスを
考えるべきだろう。
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イメージが固定化された街はつまらない
回遊性って、ホントに大事?

日常使いを究める
人の質が、場の価値を高める
「よそ者」歓迎
吉祥寺ライフが売り
規制された場所から、みんなの居場所へ
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・街としてアピールするには、世間の注目を集める「ランドマークや核になるもの」
が必要だという意見や、街の特性を「○○の街」などの一言で言い表せない
とアピールできないという意見がある。本当にそうなのだろうか。都市のイメー
ジが特定のものに固定化されてしまうのは得策とは言えないのではないか。
吉祥寺は多様な顔を持ち、一言では言い表せないからこそ魅力を放っている。
・出来た当初は賑わうものの、そう時間が経たないうちに新しいエリアへと消
費者の関心は移ってしまう。自己実現を目指して生き方が多様化し成熟した社
会では、特定の商業施設が継続して人を引き寄せることが難しくなるのは当
然なのかもしれない。
・私たちは、吉祥寺が生活起点の街だということを忘れてはならない。精神的
豊かさや生活の質の向上を重視する今日において、特定の施設やイメージに
頼ることより、日常生活の豊かさを深堀していく方が、吉祥寺の特性と時代
性がマッチするのではないだろうか。
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求められる考え方
―吉祥寺らしくあるために―
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・吉祥寺を

語るとき「
回遊性が

高い」と言
われる。駅

を

中心に放
射状に商

業地が広
がり、その

端部に大
型商

業施設が
あることで

、買い回り
、歩きまわ

りが楽しめ
る

と言われて
きたが、消

費行動が
変化してい

く中で、今

後もそれは
同じだろう

か。

・SNS等で得た
情報に基づ

いて消費行
動を行うこ

とや、

何かを買う
かよりも、

どう過ごす
のかが求

められる時
代

では、これ
までのよう

な買い回り
を中心とし

た歩きまわ

ることが楽
しみになる

のだろうか
。スマホを

見ながらわ

き目も振ら
ずに店を目

指す人々の
姿を見て、

回遊してい

るとはいえ
ない。

・歩き回る
ことは出来

ても、実は
街中にはボ

ーっと佇む

ことができ
る場所は意

外に少ない
。回遊性と

いう言葉

を妄信する
のではなく

、滞留の魅
力づくりを

考えながら
、

改めて街の
過ごし方を

考える姿勢
が大切であ

る。

・吉祥寺の魅力は個店の魅力であり、
個店の魅力は人の魅力によるところ
が大きい。商いの原点は対面販売で
ある。インターネット社会で生き残る
ためには、個店がそれぞれの個性を
磨き続けることが大切である。商品
の品質レベルが向上し、差別化が困
難になってきた今、人を引き寄せる店
の魅力として、そこで働く人が放つ
魅力が大きな意味を持つ。店員が活
き活きと楽しそうに働き、客との会話
がはずむ店での食事や買物は小気味
よい。一声かけることの大切さ。コミュ
ニケーションの質は今後ますます重
要になってくる。馴染みの店員さんが
いる。そんな店がいくつもある街は、
たくさんの人を引き寄せるだろう。

・吉祥寺の商圏を広げたいという思いを持ち続けることは正しくないことなの
かもしれない。今一度、商圏についての街の特性に目を向けるべきではない
だろうか。
・私たちの吉祥寺は、吉祥寺駅を中心とした半径5キロ圏の良質な生活者に
よって、街のにぎわいが築かれ支えられてきた。このエリアには緑豊かな環境
に良質な住宅街が広がっており、ここに住まう人々の数は100万人を超えると
言われている。
・吉祥寺は、商業地のまわりに住む方々にとっての日常使いの街である。この
地域の住宅環境の質を高め続けることが、街のにぎわいを維持・発展させる
道であり、この魅力的な日常使いの街が、それ以外の地域の人には、非日常
の街としての吸引力を持つのではないだろうか。
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04
・街の活力を維持、発展させるためには、新陳代謝が欠かせない。社会環境が大き
く変わり続ける中で街の将来を考えるためには、柔軟で新しい発想が必要だ。その
ためには吉祥寺の中だけで論じていたら答えに近づくことが難しいだろう。
・これからのまちづくりでは、自分たちの街に新たな刺激をもたらしてくれる「よそ者」
がどれだけ来てくれるかを意識する必要がある。外部の人との交わりによって、思い
がけない発見や結びつきが生まれるかもしれない。良きライバルとして刺激し合い、
創発が生まれることが街の新陳代謝につながっていく。
・吉祥寺は、多様性の街だ。街の奥行や深さは、建物や通りの街並みだけで感じる
のではなく、そこで事業を行う多様な人によってもたらされるもの。吉祥寺が、あら
ゆる境界線を越えて多様な人が集える場であり続け、私たちが吉祥寺の内外や立場
を超えたチャレンジを受け入れるマインドを待ち続けることが出来たなら素晴らしい。

・吉祥寺の公共空間は、楽しく、便利に使われているの
だろうか。街を見渡してみると、ルールに縛られて、活か
しきれていない空間があると感じることはないだろうか。
多様な魅力と触れ合える街歩きは吉祥寺の魅力の一つ
だが、昼でも夜でも佇むこともできる選択肢があれば街
で過ごす時間はもっと楽しいものになる。生活者や事業
者が公共空間をもっとオープンに利用できたら、街のに
ぎわいはさらに豊かなものになるはずだ。
・テクノロジーの進化は、生活スタイルはもちろん人の移
動の仕方も変えていく。例えば、自動運転の技術は人よ
り洗練した操作やマナーを発揮してくれることだろう。道
路の境界が無くてもセキュリティが保たれる技術が出て
くれば、柵を作らなくて良いのかもしれない。今まで安
全や利便性のために機械の存在を前提に設計していた
まちづくりも、人がまずどのように居られるのかを優先し
て考えるようになっていくだろう。
・街の将来像は、ユーザーの経験の積み重ねによってつ
くられるもの。街で過ごす人たちが、公共空間でマーケッ
トを開催したり、ライブを行ったりワクワクするようなユー
ザー経験の選択肢を増やすことで、街の楽しみ方が増
え、過ごす時間も長くなり、次の楽しみへとつながって
いく。だからこそ、様々な規制などで使えなくなっていた
場所をみんなの居場所に変えていくことに意味がある。
多様なスケールの空間・時間軸でパブリックスペースを
最大限に活かす取り組みは、成熟した社会における必然
ではないだろうか。

・日本を訪れる外国人旅行者が求める嗜好は
変化してきた。自らをツーリストではなく、イン
サイダーと捉え、ローカルの文化を知り、ローカ
ルな人との交流を求めている。それは、“生活す
るように街を楽しみたい”ということなのだろう。
・吉祥寺には、インサイダー達を魅了できるちょっ
と刺激的で、ちょっとホッとできる生活シーンが
散らばっている。吉祥寺ライフを体験してもらう
こと。それこそが最先端の観光資源なのだろう。
・日本人が「住みたい街」として高く評価してい
る街に、インサイダー達が興味を抱くのは当然。
だからこそ、私たちは、吉祥寺が住みたい街と
して高く評価されることにこだわり続けるべきで
はないか。

「よそ者」歓迎

規制された
場所から、
みんなの
居場所へ

吉
祥
寺
ラ
イ
フ
が
売
り



吉祥寺の良さは、必ずしもメジャーではない小さな要素でも必ず満たして
くれる懐の深さにある。高級住宅もあれば、B級グルメもあり、キラリと
光る雑貨店もあれば、アニメオタクも、アイドルファンも受け入れてくれる。

ライフスタイルがより一層多様になってくる社会においては、それこそが大
きなポテンシャルを秘めているとも言える。決してナンバーワンではない
かもしれないけれど、身近な魅力が感じられる。惹きつけられるうちに街
に関わってみたくなる。何かに決めつけて枠をはめるのではなく、様々な
人の関わりを受け入れてくれる懐の深さは、結果として吉祥寺の良さを
さらに伸ばすことになる。

都市とは、人の思いの集合体である。今や、都市を創る立場の側から一方
的な考えを押し付けられるほど単純な社会環境ではない。ではどうするの
か。それは、吉祥寺が将来にわたって、誰もが関わりたくなる街であり続け
ることだ。活力のある街にはたくさんの行動する面白い人間がいるもの。
また魅力のある街は活力を生む面白い人間を引き寄せるものである。

街にとって大切なのは街のつくり手である一人ひとりが、様々な立ち位置
で、それぞれの事業やプロジェクトに熱い思いを抱いてチャレンジするこ
とであろう。そのチャレンジをもっと面白がりながら。

誰もが関わりたくなる街に

面
白
が
ろ
う
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本リーフレットの内容に関するご意見・ご感想は、下記までお寄せください。
発行：一般財団法人 武蔵野市開発公社
〒180-0004　東京都武蔵野市吉祥寺本町1-13-11 メアリヒト吉祥寺ビル7階
e-mail : policy@m-kaihatsukosha.or.jp

　吉祥寺は良い街だ。私たちは、この稀有な街が将来においても
賑わいを失わないで欲しいという願いから、吉祥寺ポリシー（吉祥
寺将来価値の創造）の検討に取り組み始めた。当初は、誰もが共
感できる街のポリシーと、それに基づいたビジョンの構築が必要な
ことだと考え、様々なリサーチやディスカッション、フォーラムなど
を行ってきた。

　しかし、検討を重ねる中で、目指すべきビジョンを固定化し、そ
れに向かって一致団結してやっていこうという考え方に疑問を抱くよ
うになった。さらに、万人に共感される都市の将来像は存在し得な
い時代になったのではないか、そもそも道路や広場の計画はあった
が、今言われるような街のビジョンを共有したことがあったのかと考
えるようになった。

　共有すべきことは遠い将来像ではなく、これまで積み上げてきた
吉祥寺のにぎわいの正体（アイデンティティー）ではないか。改めて、
吉祥寺の街並みをゆっくりと眺めてみてほしい。共有すべきポリシー
は、すでに街が持っている。それを再確認し共有することをまちづ
くりの土台にすることで「何をすべきか」「何をしてはいけないか」
が自ずと明らかになるのではないだろうか。

　各地で再開発が行われ「都市の均質化」がどんどん進んでいる。
吉祥寺は都市の均質化に飲み込まれてはならない。今必要なのは、
先人たちが築き上げた他の街にはない吉祥寺のアイデンティティー
を磨き続けることと、新たなものを生み出すためにスピード感を持っ
てチャレンジし続けることだろう。

一般財団法人 武蔵野市開発公社
平成31年3月



FIELD WORKFIELD WORKFIELD WORK

大企業と個人店舗のポジショニ
ングが絶妙。このバランスは保つ
方が良いのか、壊す方が良いの
か。新陳代謝は街の活力を生む。
路地の30mを歩かせる魅力は、
街の強味である。扱われている商
品のクオリティが高い。自由が丘
や代官山より高いと感じる。

セレンディピティと
安心感のバランス

林 健人氏

データセクション株式会社
代表取締役社長 兼 CEO

イーストエリアは路面部分が閉
じている。若者がアートやファッ
ションの分野でチャレンジでき
る場づくりが展開できたら面白
い。一方、吉祥寺には40～50代
の大人が落ち着いて飲める場所
が少ない。イーストエリアの雰囲
気を活かして、この切り口は持ち
込めるのではないか。

イーストエリアに
ポテンシャルを感じる

原 大輔氏

株式会社スロウ
代表取締役

2階以上の店舗が空いている。
面白いことをしてくれる人に優遇
してはどうか。高架下や小さな公
園などをストリートスポーツ系で
活用すると若者にアピールでき
そう。ペニーレーンのように通り
のキャラ立ちをはっきりさせると
面白い。

活かしきれていない
街のスキマ

中村 真広氏

株式会社ツクルバ
代表取締役 CCO

昼と夜で顔が変わる場づくりを。
影の部分があるから他が輝く。若
者のチャレンジを誘発するものが
あればよい。猥雑な所に、オシャレ
なものとのミックスはあり得る。小
箱の集積が観光資源になる。例
えば、公共の駐輪場などに空中
階を設け、飲食店などの小箱で
埋めてはどうか。作り切らず、味の
ある感じがよいのではないか。

面白い場所を示せば、
面白い人達が集まる

武藤 弥氏

株式会社シェアカンパニー
代表取締役

閉まっている店舗や、店舗前の空
きスペース、長いこと使われてい
ない駐車場などのスキマも活用
することで、まちを回遊するきっか
けになりそう。1階を店舗にするな
ど古い建物をリノベーションする
ことで、“文化のある吉祥寺”とし
ての価値を創造している。

誰もがチャレンジできる
場が求められている

西浦 明子氏

軒先株式会社　
代表取締役 /スキマハンター

南池袋公園（池袋） CITAN（東日本橋）

co-ba shibuya（渋谷） Nagatacho GRiD（永田町） 目黒寄生虫館（目黒）

アナロガスツアー

上野桜木あたり（谷中）/ カストリ書房（千束）/ 岡野弥生商店（西浅草）/ BETTARA STAND（東日本橋）/ 旅する新虎マーケット（虎ノ門）

SHIBAURA HOUSE（芝公園）/ WISE OWL HOSTELS TOKYO（八丁堀）/ TRUNK HOTEL（原宿）/ COMMUNE 2nd（南青山）

snow peak glamping（南青山）/ 品川シーズンテラス（品川）/ Fuglen Tokyo周辺（奥渋谷）/ 代々木公園（原宿）/ Cat Street（原宿）

ANALOGOUS TOURANALOGOUS TOURANALOGOUS TOUR
当然だが吉祥寺だけをみていては吉祥寺の将来はみえてこない。様々な街

で、様々な主体が展開している事例に対しても積極的に目を向けていく必要

がある。アナロガスツアーとは「類似体験を通じて、デザインアイデアの気

づきを得ること」。この活動では、都内の様々な空間を訪問し、創業者や施

設の運営担当者へのインタビュー、そこに集う人々が、その場所にどのよう

な価値を見出しているかを実体験し、それらを通してまちづくりの気づきを得

ようと試みた。空間構成や設えだけでなく、サービスの在り方なども含めた

場の成り立ちを把握し、その施設を利用するユーザーの行動や、そこでの実

体験をもとに、吉祥寺における 「望ましい経験」 の検討の参考とした。

フィールドワーク

ビジネス界で活躍されている方 と々ともに、吉祥寺のまち中を歩き回り、異な

る分野の事業者目線も取り入れながらまちの魅力や可能性を探った。吉祥

寺のまちに広がる多彩な店舗や個性的な通りの数々と、そこに集う多様な

人々が混然一体となった魅力を再認識するとともに、にぎわい創出につなが

る可能性を持ったまちのスキマやチャレンジすべき切り口などの気づきを得る

こともできた。まちの現場の人たちが吉祥寺の価値として捉えてきたことを

外部の人からも追認されたという側面もあれば、外部の目線によって新たな

気づきが得られたという要素もあった。参加する人の属性によって異なった

ものが見いだせる可能性がある。

・こだわりの強さと、日常生活のゆるさの絶妙な
   バランスが居心地の良さを高める
・街のスキマがお気に入りの場所に変わる
・店員の熱意が場の価値を高める
・面の価値を作るために人の流れを生む点を作る

いつもどこかで贅沢感を得られる

・非日常のコミュニケーションが喜びや刺激となる
・お金を使わなくてよい居場所が来訪のハードルを下げる
・熱意のあるコミュニケーターの介在が
   人のつながりと新しいコトを生み出す

個人の思いをまちの共有知に変える
・都市の余白がアクティビティをつなぎ、価値を生む場となる
・多様な居場所と隣接するコンテンツの組み合わせが
   境界を曖昧にし過ごし方の幅を広げる
・丁寧なデザインと維持管理が過ごしやすさを高める
・心地よい「見る、見られる」の関係が、場のにぎわいにつながる
・表と裏をつなぐ動線が街の奥行きを醸成する

ストリートのエネルギーを感じられる

・場のコンテクストを活かした
   チャレンジが他にはない魅力をつくる
・ニッチな領域でも深めれば人を惹きつける価値が生まれる
・小さなチャレンジの積み重ねが場の性質、
   変化を捉え、より大きなチャレンジにつなげられる

常識を超える挑戦が歓迎される



［ SNSから見る吉祥寺 ］

ローカル
だけが
「らしさ」
ではない

キーワード
だけでは
特徴は
見えない

生活の起点と
エッジ ・
みんなの
一番って何？

人口減少
社会に
突入

老年人口が
増加、
生産年齢
人口が減少

テクノロジーの
進化

［ 面白い人があつまる場づくり ］

集まって
影響しあう

ローカライズ
する

編集的に
考える

組織と
個人の間を
つくる

都市と
自然を
行き来する

［ よそ者からみるまちの見え方 ］

オープンで
フラットな
関係づくり

行政任せ
ではない
まちの自立

等身大に
生きる

リスクよりも
自由

あいまいさを
受け入れる

中の人だけで完結せず、
外の人が入ってきてくれた方が良い。
外とのコラボレーションが必要

一人の人のカラーに染めすぎず、
小さいものが寄り集まるようにしていく

中心から外れたところにも出店できるということを
新しくまちに入ってくる人に伝えるのが大事

曖昧で、寛容で、懐が深い街であり続ければ
魅力があせないと思う

住みたいまちの殿堂入りをして、
ランキング不参加を宣言する

公共空間の活用が重要になる

プレゼン大会で、
「まちで、こんなことやりたい」
という意見など、小さい企画に
お金をつけることも必要

イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン ト ー ク

今 後 の 社 会 動 向

「吉祥寺のあるべき姿」の検討に際して、生活者の主要な情報収集手段となっている
SNSを利用して現状把握を行う。SNS上の「街」に関するデータを収集・整理し、内容を
集約することで、他の街との比較によって人々と街とのかかわり方を明らかにした。

SNS調査

共起
する街

登場
人物

メイン
スポット

来訪の
動機・
その他

STEP 1

・そもそも「街」について、SNS上でどのよう
な人が、何について、どの程度話題にしてい
るのかを可視化する。
・一緒に語られている「街」はどこなのかを
可視化する。

吉祥寺　ランチ
吉祥寺　アトレ
吉祥寺　東急（百貨店）
吉祥寺　映画
吉祥寺　第一ホテル
吉祥寺　コピス（商業施設）
吉祥寺駅
吉祥寺　いせや（居酒屋）
吉祥寺　パルコ
吉祥寺　グルメ
吉祥寺シアター
吉祥寺　中華街（中華料理屋）
吉祥寺　オデヲン
吉祥寺　居酒屋
吉祥寺　キリスト集会
吉祥寺　キラリナ（商業施設）
吉祥寺　ヨドバシカメラ
吉祥寺　カフェ
吉祥寺　東急 reiホテル
吉祥寺　ホテル
吉祥寺　ラーメン
吉祥寺　ユザワヤ
吉祥寺　すずき
吉祥寺美術館
吉祥寺プラザ

食事
商業施設
商業施設
映画
ホテル
商業施設

食事
商業施設
食事
映画
食事
映画
食事

商業施設
専門店・雑貨
食事
ホテル
ホテル
食事
専門店・雑貨

趣味
映画

25783
12431
10126
7418
6778
3884
3587
3252
2941
2882
2720
2167
1805
1715
1638
1633
1626　
1158
1117
1017
1004
1002
934
902
865

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

吉祥寺　魚金（居酒屋）
吉祥寺南病院
吉祥寺　バス
吉祥寺　cave　カエル（雑貨）
吉祥寺病院
吉祥寺　エステ
吉祥寺　丸井
吉祥寺　スキット（スニーカー）
吉祥寺駅　構内図
吉祥寺　駐車場
吉祥寺　聘珍樓（中華料理屋）
吉祥寺　リップス（美容室）
吉祥寺　メガロス（ジム）
吉祥寺　駅ビル
吉祥寺　サムタイム（ジャズクラブ）
吉祥寺　音楽祭
吉祥寺　地図
吉祥寺　ねこ祭り
吉祥寺　talk back（レストラン）
吉祥寺　羊羹
吉祥寺　美容院
吉祥寺　食べ歩き
吉祥寺　六方（雑貨）
吉祥寺　肉山（焼肉）
吉祥寺　葡萄屋（ステーキ）

食事

専門店・雑貨

美容
商業施設
専門店・雑貨

食事
美容
趣味
買う
趣味
イベント

イベント
食事
食事
美容
食事
専門店・雑貨
食事
食事

826
799
752
724
664
636
635
632
608
605
514
509
485
471
466
464
463
432
420
420
414
395
385
385
384

26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

吉祥寺
城西・多摩地区住民の憩いの場

新宿・三鷹・中野
中央線沿線を回遊。中野などで用事を済ま
せてから吉祥寺に立ち寄る投稿が目立つ。

様々な世代や人種が集まる
若者から中高年まであらゆる年代が集合し
ている。

カフェ・雑貨店・井の頭公園
北側はカフェや雑貨店、南側は井の頭公園
が話題の中心。カフェ巡りや井の頭公園の
散策を楽しむ。

何となくまったり
「吉祥寺でランチやショッピングをして過ご
す」ことが主な目的。一人もしくは友人とまっ
たり過ごしている。

回遊ルートの一つ
中央線沿線を回遊し、落ち着ける場所とし
て吉祥寺を訪問している。

蔵前
流行に敏感な層の目的地

浅草・浅草橋
地元住民の散策ルート。浅草近辺から隅
田川沿いにかけて移動している。

アーリーアダプター
流行に敏感なアーリーアダプターが、話題
のお店を目当てに訪問している。

浅草近辺・カフェ・雑貨店
地元住民が浅草近辺を散策しているほか、
おしゃれなカフェや雑貨店が訪問されている。

カフェ・雑貨店
話題のお店やメディアで紹介されたお店が目
的。特定のお店を目的地として蔵前を訪問する。

地元住民が散策
隅田川沿いのエリアを地元住民が散策して
いる。

過去1年間において検索された吉祥寺に関する
キーワードについて、上位50位を名寄せして整理
すると、「食事」と「商業施設」に関するキーワード
が多く検索されている。

▶調査媒体
国内主要blog、Twitter10%、検索ログデータ
「検索ログデータ」として、国内主要ポータル
サイトの検索ログを活用。
月間UUは約3000万、日本国内のユニーク
ブラウザ数の約3割を網羅したデータを使用。

▶調査時期：2015年10月1日～2016年9月30日
吉祥寺
ソーシャル合計　325,521 件
Blog　73,593 件
Twitter10%　251,928 件
検索ログデータ　318,994 回

調査概要

順位　ワード　　　　　　　　　　　　　　　目的　　　　　　　件数 順位　ワード　　　　　　　　　　　　　　　目的　　　　　　　件数

下北沢
若者の街・演者の聖地

渋谷・原宿
ライブの開催地として共起する他、渋谷の西側から
下北沢にかけてのエリアが散策ルートとなっている。

若者や「コア」なファン
若者が中心であるほか、ライブや舞台の聖
地として「コア」なファンが訪問。

ライブハウス
ライブが話題の中心であり、各地のライブ
ハウスが話題に上っている。

ライブ・舞台
インディーズバンドや舞台を目当てに「コア」
なファンが集合。

ファッション
若い女性が渋谷・原宿から下北沢にかけて
のエリアを巡っている。

街の訪問目的
の特定
（検索ログ）

STEP 2

・「街を訪れる人は、訪問に先立ち情報検索
を行う」と仮定する。
・「街」と一緒に検索された単語から、何に
期待しているのかを明らかにする。

訪問目的に
合わせた街の
利用シーン
（SNS）

STEP 3

・STEP2の結果をもとに、訪問目的に対し
てSNSの投稿を読み込むことで、「街」がど
のように利用されているかを明確化する。

フューチャーセッション

FUTURE SESSIONFUTURE SESSIONFUTURE SESSION
次世代を担うまちの現場や市の若手を中心に、市外の

企業の方々も交え、社会が急激に変化していく中で吉祥

寺がどのような将来像を持つべきか議論した。外から見

える吉祥寺の姿や、「他のまちではスタンダードでも、吉

祥寺ではＮＧという価値観」「こんな場所で、こんなこと

をしてみたら楽しそうというアイデア」など、世代間や吉

祥寺内外を越えた意見交流の機会は非常に有意義なも

のだった。

など

街話題分析
（SNS）





1饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
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で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 
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と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

0304

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

世界的に注目される日本人建築家の一人。
株式会社隈研吾建築都市設計事務所主
宰。木材を使うなど「和」をイメージした
デザインが特徴的で「和の大家」とも称
される。「都市は失敗の集積にほかならず、
失敗を重ねた都市ほど偉大な都市だ」と
語る都市論にも造詣が深い建築家。

隈 研吾

都
市
は
失
敗
の
集
積
に

ほ
か
な
ら
ず
、失
敗
を

重
ね
た
都
市
ほ
ど

偉
大
な
都
市
だ

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 

O
ffi
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と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

06

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

首都大学東京 教授。都市の計画とデザイン、そのための
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饗庭 伸

都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の

た
め
の
手
段
の
集
合
体

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
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こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
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期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O
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と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 
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と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
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切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
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そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

0708

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 

O
ffi
ce A

rchitects

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

饗
庭 

伸 

× 

島
原
万
丈 

× 

鈴
木
美
央

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
2
部



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

0910

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

都
市
に
は

も
っ
と
官
能
が

必
要
だ

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の
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島原万丈

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 

O
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と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

1112

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

都
市
と
は
あ
な
た
と

私
の
関
係
性
の
連
続

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の
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鈴木美央

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O
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と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 
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と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

1314

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 

O
ffi
ce A

rchitects

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

1516

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
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そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
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こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
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期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O
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と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 
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と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

1718

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 

O
ffi
ce A

rchitects

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
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確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

饗
庭 

伸 

× 

島
原
万
丈 

× 

鈴
木
美
央

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
3
部



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

1920

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 

O
ffi
ce A

rchitects

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



饗
庭　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
「
吉

祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
と
い
う
こ
と
で
、

第
1
部
は
、
私
と
隈
研
吾
さ
ん
と
で
「
都
市
の
本
質
は
何
か
」

と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
設
計
事
務
所
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。「
都
市
」
と
い

う
言
葉
が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図

は
何
か
を
ま
ず
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
は
都
市
計
画
っ
て
そ
ん
な
に
好

き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
と
い
う
か
、
僕
ら
の
学

生
時
代
、要
す
る
に
僕
が
大
学
に
入
っ
た
の
は
73
年
で
す
け
ど
、

そ
の
前
ぐ
ら
い
の
都
市
計
画
と
い
う
と
丹
下
さ
ん
な
ん
か
が
描

い
て
い
た
「
東
京
計
画
1
9
6
0
」
と
い
う
有
名
な
絵
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ば
っ
ー
と
軸
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
軸
線
に

そ
っ
て
タ
ワ
ー
が
ど
ん
ど
ん
並
ん
で
伸
び
て
い
く
み
た
い
な
。

都
市
計
画
と
い
う
の
は
あ
あ
い
う
感
じ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か

ら
、
70
年
代
の
と
き
の
感
じ
で
は
、
あ
あ
い
う
の
は
時
代
と
ず

れ
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
僕
は
誰
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
原

広
司
と
い
う
人
で
、
僕
の
大
学
の
先
生
で
し
た
。
原
研
究
室
と

い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
た
の
が
集
落
調
査
で
し
た
。
集
落
と

い
う
の
は
、
辺
境
の
集
落
を
調
査
し
て
回
る
。
集
落
と
い
う
の

は
日
本
の
村
も
集
落
は
集
落
だ
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
辺
境
へ
行

き
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の
原
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と

で
、
僕
は
そ
れ
に
憧
れ
て
原
研
究
室
に
入
っ
た
ん
で
す
。
僕
の

と
き
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
の
旅
と
い
っ
て
、
サ
ハ
ラ
の
集
落

を
砂
漠
の
周
り
と
か
、サ
バ
ン
ナ
の
周
り
と
か
を
調
査
し
た
り
、

熱
帯
雨
林
と
か
を
ず
っ
と
見
た
り
、
集
落
を
回
っ
て
村
を
調
査

す
る
と
い
う
も
の
で
。
そ
れ
は
、
当
時
の
丹
下
健
三
流
の
都
市

計
画
の
全
く
反
対
の
感
じ
に
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

建
築
に
つ
い
て
は
、
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
に
も
、
自
分
は
そ
ん
な
に
興
味
な
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
単
体
の
建
築
で
美
し
い
も
の
を
つ
く

る
の
は
、
槇
文
彦
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
が
代
表
選
手
み
た

い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
単
体
の
も
の
で

き
れ
い
な
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
汚
い

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
集
落
な
ん
か
汚
く
て
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
都
市
計
画
も
嫌
だ
な
、
建
築
も
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
事
務
所
を
つ
く
る
と
き
に
集
落
事
務
所
で

は
あ
ま
り
仕
事
が
来
そ
う
に
も
な
い
し
、
集
落
で
は
頼
ん
で
く

れ
る
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
（
笑
）。
何
で
も

や
り
ま
す
よ
と
い
う
意
味
で
、
建
築
都
市
と
い
う
名
前
に
し
た

ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。

都
市
の
本
質
と
は

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
皆
様
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
都
市
と
は
何
か
と
い
う
大

き
い
問
い
が
あ
っ
て
、
今
日
、
後
半
で
出
ら
れ
る
お
二
方
も
含

め
て
、
都
市
と
は
何
だ
と
い
う
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
感

じ
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

隈
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
都
市
は
失
敗
の
集
積
に
ほ
か
な
ら

ず
、
失
敗
を
重
ね
た
都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
言
葉
を
説
明
し
な
が
ら
、

都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
隈
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
意
図
と
、
こ

れ
を
含
め
て
都
市
に
つ
い
て
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

隈　

1
つ
は
、
自
分
自
身
が
つ
く
っ
た
建
築
に
つ
い
て
、
い
つ

も
、
あ
あ
、
こ
こ
は
失
敗
し
た
な
と
必
ず
思
う
ん
で
す
ね
。
あ

ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。
あ
あ
、
あ
そ
こ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
あ

あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
あ
そ
こ
を
こ
う
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
誰
で
も
必
ず
感
じ
る

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。　
　
　

　

完
璧
な
建
築
な
ん
て
い
う
の
は
世
の
中
に
絶
対
に
な
く
て
、

こ
こ
は
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

た
な
と
か
そ
う
い
う
部
分
が
あ
っ
て
、
設
計
者
と
い
う
の
は
必

ず
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
何
ら
か
の
欠
陥
と
か
失
敗
が
重
な
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
れ
が
一
種
の
建
築
や
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
で

き
る
も
の
は
、
結
局
あ
る
種
の
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、

最
近
は
あ
ま
り
失
敗
が
な
い
な
ん
て
い
う
の
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、む
し
ろ
あ
る
種
の
緩
さ
み
た
い
な
も
の
、緩
さ
が
あ
っ

て
、
失
敗
感
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
建
築

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
建
築
を
つ
く
る
。

例
え
ば
槇
先
生
と
か
は
、
建
築
が
で
き
た
後
に
、
建
築
を
絶
対

変
え
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ご
み
箱
一
つ
置
い
ち
ゃ
い

け
な
い
、
ご
み
箱
を
置
く
と
き
も
相
談
し
な
さ
い
み
た
い
な
感

じ
で
。
あ
る
い
は
、ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
ど
っ

ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
建
築
家
が
多
か
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
お
も
し
ろ
く
変
え

ら
れ
た
り
す
る
と
、
一
瞬
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
が
（
笑
）、
あ
あ
、
こ
う
い
う
変
え
方
や
使
い
方
も
あ
っ

た
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
結
構
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
な
ん
か
は
絶
対
に
な
く
て
、
あ
あ
、

き
っ
と
使
っ
て
い
る
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
変
え
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
建
築

や
都
市
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
完
璧
な
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
変
え

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る

種
失
敗
の
連
続
み
た
い
な
こ
と
や
緩
さ
の
よ
う
な
も
の
が
集
積

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
交
換
と
分
配
の
代
理
人
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
交
換
と
分
配
を
ひ
た
す
ら
人
生
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
っ

て
、
い
か
に
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
都
市
は
そ
の
交
換
と
分
配
の
舞
台
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
す
ご
く
単
純
な
言
い
方
で
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
の
日
本
の
都
市
の
状
態
は
、
土
地
を
ど
ん
ど
ん
分

け
て
、
交
換
し
て
で
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
9
4
5
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
、こ
の
あ
た
り
が
ま
さ
し
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
地
解
放
が
さ
れ
て
、
大
き
い
農
地
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
戦
後
の
都
市
と
い
う
の
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
こ
の
農
地
の
人
た
ち
が
自
分
の
子
供
を
大
学
に

や
り
た
い
と
か
、
違
う
ビ
ル
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

新
し
く
都
市
に
や
っ
て
来
た
人
、
吉
祥
寺
を
思
い
浮
か
べ
る
と

わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
に
住
み
た
い
と

や
っ
て
来
た
人
に
土
地
と
お
金
を
交
換
し
て
、
そ
れ
で
吉
祥
寺

の
中
に
都
市
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
土
地
が
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
分
け
ら
れ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
交
換
と
分
配
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
複
雑
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
に
な
る
と
、
何
か
都
市
で
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
自
分
が
商
売
を
や
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
が
空
き

店
舗
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
空
き
店
舗
を
持
っ
て
い
る
人
に
話
を

し
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
帰
れ
と
言
わ
れ
て
、
全
然
交
換
さ
え

し
て
く
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
今
の
都
市
の
状
態
と
い
う
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
窮
屈
な
状
態
で
、
交
換
と
か
分
配

が
な
か
な
か
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
、
1
つ
は
中
国

の
よ
う
に
革
命
を
起
こ
し
て
、
土
地
は
全
部
国
家
の
も
の
だ
と

ニ
カ
み
た
い
な
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
そ
う
い
う
高
山
案
の

ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
そ
う

な
っ
た
と
い
う
話
は
、
い
い
話
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
小
さ
く
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
と
、
そ
れ
が
都
市

に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

逆
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例

え
ば
ト
ー
タ
ル
の
容
積
率
と
か
を
使
う
こ
と
で
し
か
高
く
建
た

な
い
わ
け
だ
か
ら
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
入
っ
て
き
て
そ
う
い
う

土
地
を
ま
と
め
て
買
お
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
高
い
値
段

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
う
い
う
小
さ
く
割
ら
れ
る
と
い
う

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
覆
そ
う
と
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
高
額
な
お

金
で
土
地
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
建
て
る
も
の
は
当
然
、
も
の
す
ご
い
高
い
家
賃
と
か
、

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
。
結
局
、
交
換
の
結
果
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
換
の
と
き
に
発
生

す
る
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
単
な
る
値
段
が
高
い
だ
け
の
普
通
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

は
、
寂
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
が
だ
め
な
こ
と

だ
と
は
、
私
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

み
た
い
に
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
も
一
つ
に
ま
と

ま
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
50
年
ぐ
ら
い
前
の
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
き
た
と
き
に
、
連
鎖
反
応
的
に
お
も
し
ろ
い
交
換
が
起
き
始

め
た
と
い
う
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
小

さ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ば
ら

ば
ら
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
何
か

き
っ
か
け
が
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
ま
と
ま
る
要
素
が
出
て
き

た
と
き
に
、
お
も
し
ろ
い
動
き
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
＆

ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、生
ま
れ
が
兵
庫
県
な
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
東
京
に
来
る
と
、
働
い
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
家
を
買
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
そ
ら
く
、
小
さ

い
も
の
を
売
っ
て
い
る
都
市
と
い
う
か
、
最
初
に
自
分
が
暮
し

を
組
み
立
て
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
も
の
が
手
に
入
れ
や
す

い
都
市
は
、
実
は
住
み
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い

う
都
市
が
い
い
都
市
な
の
か
な
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
話
を
聞

い
て
い
て
連
想
し
ま
し
た
。

隈　

そ
れ
で
、
僕
は
最
近
考
え
て
い
る
都
市
の
魅
力
の
一
つ
は

「
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
て
、
誰
か
が
ど
こ
か
か

ら
か
都
市
に
た
ど
り
着
く
過
程
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
都
市
っ

て
、
今
の
饗
庭
さ
ん
の
話
で
も
、
都
市
の
起
源
は
人
が
ど
こ
か

か
ら
来
る
こ
と
で
は
じ
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
も
と
も
と
東
京
生

ま
れ
、
東
京
育
ち
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
か
ら
か
東
京
に
来
る
。

地
方
か
ら
出
て
く
る
と
き
に
、
最
初
に
住
む
場
所
っ
て
、
あ
ま

り
価
格
の
高
い
と
こ
ろ
は
住
め
な
い
け
れ
ど
も
、
自
分
の
来
た

方
向
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
東
北
か
ら
来
た
人
た
ち
は
上
野
の
近
辺
に
住
む
と

か
、
日
暮
里
の
辺
に
住
む
と
か
、
そ
の
辺
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
に
な
っ
て
、
今
度
は
、
中
央
線
方
面
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
人
は
、
そ
れ
が
こ
の
辺
に
住
む
の
か
な
。
今
日
、
僕
は
仮

説
を
抱
い
て
来
て
い
た
わ
け
で
す
。
あ
る
種
自
分
の
来
た
方
位

に
近
く
て
、
あ
る
種
親
し
み
が
あ
っ
て
、
で
も
、
そ
れ
で
も
都

心
に
は
行
け
な
く
て
と
い
う
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

決
ま
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

　

で
も
、
わ
り
と
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
は
若
い
元
気
の
い

い
人
間
が
出
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
活
気
に
も
な
っ
て
、
そ
の

場
所
を
魅
力
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
世
界
の
各
都
市
に
は
き
っ

と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
と
。
何
で
そ
れ

を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
パ
リ
で
言
う
と
、
パ
リ
の
北
の
ほ
う

の
場
所
で
、
パ
リ
の
北
駅
よ
り
も
っ
と
北
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
か
ら
パ
リ
に
入
っ
て
い
く
途
中
に
、
円
盤
み
た
い
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

饗
庭　

サ
ン
ド
ニ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
名
前
は
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
。

隈　

サ
ン
ド
ニ
の
と
こ
ろ
の
あ
た
り
の
、
サ
ン
ド
ニ
の
下
の
駅

の
コ
ン
ペ
に
僕
ら
、
選
ば
れ
て
、
そ
こ
で
今
設
計
し
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
現
地
に
行
っ
た
ら
、
隈
さ
ん
、
こ
の
通
り
は

車
か
ら
お
り
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
す
ご
い
治
安
が
悪
い
。
何

で
北
の
サ
ン
ド
ニ
地
区
の
治
安
が
悪
い
か
と
い
う
と
、
中
東
か

ら
来
る
人
の
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

系
の
人
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
う
い
う
の
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
パ
リ
で
数
年
前
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
車
か
ら
お
り

な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
は
、
や
ば
い
場
所
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ

う
い
う
と
き
に
、
そ
の
話
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
そ
の

場
所
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
パ
リ

の
大
改
造
を
オ
ス
マ
ン
（
※
2
）
が
し
た
時
に
多
く
の
人
を
強

制
退
去
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
強
制
退
去
者
を
全
部
サ
ン

ド
ニ
地
区
に
押
し
込
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
ふ
う

な
強
制
収
用
の
土
地
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
危

な
く
て
安
い
と
い
う
歴
史
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

　

で
も
、
パ
リ
市
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
い
い
ま
ち

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
駅
の
中
に
広
場
を
つ
く
っ

た
り
、
楽
し
く
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
の

駅
み
た
い
な
の
を
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
、
安
い
と
い
う
反
面
で
、
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
る
可
能
性
が
す
ご
く
あ
る
場
所
で
、そ
う
い
う
場
所
は
、（
こ

の
吉
祥
寺
辺
り
は
人
気
が
あ
っ
て
高
く
な
り
過
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、）
そ
う
い
う
出
て
く
る
と
き
の
東
京
と
の
中
間

点
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
み
た
い
な
場
所
と
い
う
の
は
意
味
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
、
饗
庭
さ
ん
が
出
て

き
た
時
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
、
最
初
、
出
て
き
て
複
雑
な
経
緯
は

た
ど
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
に
と
っ
て
の
ア
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
中
央
線
の
高
円
寺
で
す
。
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
、
探
し
に
探
し
て
一
番
安
い
2
万
7
0
0
0
円

の
ア
パ
ー
ト
で
お
風
呂
が
つ
い
て
い
な
く
て
、
ト
イ
レ
だ
け
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
建
築
の
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
、
製
図
板
を
置
け
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
け
れ
ど
も
、
安
い
と
い
う
の
を
探
し
た
ら
、
そ
う
な
っ
た

ん
で
す
。
中
央
線
沿
い
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
、
お
話
を
伺
っ
て
思
い
ま
し
た
。

三
鷹
駅
の
北
の
方
に
け
っ
こ
う
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。

饗
庭　

横
河
電
機
の
周
り
だ
と
思
い
ま
す
。

隈　

横
河
電
機
の
周
り
あ
た
り
に
下
請
と
か
、
結
構
そ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
そ
う
い
う
の
も
魅

力
の
も
と
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

　

今
、
パ
リ
で
も
元
軽
工
業
地
帯
は
一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
理

由
の
1
つ
は
運
河
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
運
河
沿
い
、
運
河

と
か
水
運
上
に
軽
工
業
が
広
が
る
か
ら
、
軽
工
業
の
古
い
倉
庫

が
あ
る
し
、
運
河
っ
て
魅
力
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
パ
リ
で
も

運
河
沿
い
の
軽
工
業
の
東
と
か
、
ち
ょ
っ
と
北
と
か
の
あ
た
り

で
、
僕
も
そ
こ
を
事
務
所
に
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の

お
も
し
ろ
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
軽
工
業
が
出
て
い
っ
た
後
の
、

あ
る
い
は
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ち
の
お
も
し

ろ
さ
み
た
い
な
の
は
、
三
鷹
駅
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
の
か
な

と
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
の
大
き
い
構
造
で
言
う
と
、
い
わ

ゆ
る
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
西
と
東
で
い
う
と
、
東
側
に

寄
っ
て
い
ま
す
。
墨
田
と
か
、
江
東
と
か
、
葛
飾
に
あ
る
の
と
、

あ
と
は
大
田
区
の
海
沿
い
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般

的
な
話
で
す
。
お
そ
ら
く
東
京
の
西
側
は
、
軽
工
業
と
か
、
大

き
い
工
場
が
入
り
つ
つ
も
、
か
な
り
住
宅
都
市
と
い
う
側
面
が

大
き
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
。

隈　

う
ん
、
そ
れ
で
、
1
カ
所
、
東
京
の
西
側
で
例
外
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
目
黒
川
沿
い
に
、中
目
黒
が
あ
っ
て
、目
黒
川
っ

て
桜
の
名
所
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
準
工
業
地

域
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
ま
ち

で
、
今
で
も
ほ
ん
と
う
に
工
場
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

何
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

ロ
ー
ス
タ
リ
ー
と
い
う
巨
大
焙
煎
機
を
中
心
に
し
た
、
で
か
い

店
舗
形
態
を
始
め
て
、
シ
ア
ト
ル
は
1
号
店
で
、
東
京
は
3
号

店
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
れ
の
設
計
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
の
焙
煎
機
が
高
さ
10
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
も
の

な
ん
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
焙
煎
機
、
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
豆
を
炒
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
と
、
そ

の
機
械
を
置
け
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
。
日
本
の
建
築

基
準
法
が
準
工
と
工
業
地
し
か
そ
れ
を
置
か
せ
な
く
て
、
巨
大

な
機
械
だ
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
商
業
地
域
に
も
、
住
宅
地
域
に

も
置
け
る
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
商
業
地
域
の

一
番
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
に
、
ド
ン
と
そ
れ
を
つ
く
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
も
。
日
本
で
調
べ
て
み
た
ら
普
通
の
商
業
地
域
に
は
置

け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
調
べ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
目
黒
川
沿
い
に

準
工
業
で
イ
ケ
て
る
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
と
う
に
ひ
と
か
わ
だ
け

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
土
地
を
何
と
か
探
し
て
き
て
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
人
が
日
本
に
も
奇
跡
的
に
あ
っ
た
ん
で

す
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
て
、
あ
あ
、
準
工

業
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
川
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
り
だ

け
準
工
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん

で
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
少
し
だ
け
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

都
心
が
あ
っ
て
、
郊
外
が
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
的
な
も
の
が
大
体
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
郊
外
も

高
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
る
種
、
き
れ
い
な
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
間
的
な
と
こ
ろ
に
僕
は
す

ご
く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
も
工
業
地
域

と
住
宅
系
地
域
の
中
間
に
あ
っ
て
、
川
と
か
運
河
と
か
何
か
の

諸
条
件
で
ち
ょ
っ
と
分
岐
し
た
り
、
都
市
構
造
が
完
全
な
リ
ン

グ
状
を
し
て
い
な
く
て
別
の
構
造
が
そ
こ
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
く
く
り
に
郊
外
っ
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
逆
に
聞
い
て
み
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
の
言
葉
で
言
う
と
、
ア
ラ
イ

ビ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
後
、
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
で

き
た
の
が
郊
外
と
い
う
、
少
し
外
側
に
来
て
、
一
戸
建
て
の
住

宅
み
た
い
な
も
の
を
中
心
に
で
き
た
の
が
、
特
に
日
本
と
か
、

戦
後
の
成
長
期
の
東
京
で
特
徴
的
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
み
て
い
ま
す
。

隈　

た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
で
若
い
こ

ろ
に
2
万
7
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
少
し
お
金
が

あ
っ
た
ら
、
今
度
は
少
し
逆
に
外
側
に
行
く
。
で
も
、
外
側
に

行
き
た
い
と
い
う
人
よ
り
も
、
小
さ
く
て
い
い
か
ら
内
側
に
住

み
た
い
と
い
う
感
じ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
っ
て
、
昔
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
は
車
と
い
う
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
面
倒
く
さ
さ

と
い
う
の
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
ま
ち
の
も
っ
と
真
ん
中
の

と
こ
ろ
で
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
す
る
場
所
が
い
い

な
と
い
う
方
向
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
ま
ち
歩
き
み
た
い
な
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的

な
も
の
が
そ
う
い
う
も
の
に
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
。
実
は
、き
の
う
、僕
、タ
モ
リ
さ
ん
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
正
月
に
や
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
。

僕
は
、
都
市
は
自
動
車
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
し
て
き
た
20
世
紀
の
都
市
か
ら
、
歩
行
者
、
歩
く
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
、
路
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
よ
う
な
ま
ち
に

変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
変
化
を
ま
さ
に
つ

か
ま
え
た
歴
史
的
番
組
だ
っ
て
持
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
タ
モ

リ
さ
ん
は
、
は
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
全
然
反
応
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）。
で
も
、
僕
は
基
本
的
に
は
そ

う
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
郊
外
も
、
郊
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
僕
は
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
郊
外

の
典
型
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
大
学
が
あ
る
か
ら
し
か
た
な
く
住

ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
歩
く
ん
で
す
ね
。
大
事
だ
と
思

う
の
で
。
も
と
も
と
歩
く
の
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
歩
く
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
冒
頭
に
隈
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
み
た
い
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
外
か
ら
見
て
い
る
と
つ
ま
ら
な

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
歩
く
と
何
か
に
ぶ
つ
か
る
み
た
い
な
、

そ
う
い
う
も
の
は
郊
外
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
麻
布
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
と
同
じ
密
度
で
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
麻
布
で
10
個
あ
る
も
の
は
八
王
子
に
は
三
個
ぐ
ら

い
し
か
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
必
ず
人
が
い
て
、
先
ほ
ど
失
敗

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
初
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
考
え
た
人
が
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
た
り
も
し
て
。
そ
れ
は
歩
い
た
ら
発
見
で
き
ま
す

し
、
そ
う
い
う
失
敗
み
た
い
な
も
の
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
。

隈　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
も
ち
ゃ
ん
と
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
人
間
と
い
う
の
は
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
あ
る
種
住
み
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
な
制

度
的
な
緩
さ
と
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
の
核
に
な
る
よ
う
な
投

資
み
た
い
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

　

放
っ
と
い
て
も
い
い
か
な
と
、
そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。
逆

に
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
の
中
だ
と

放
置
系
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

隈　

放
置
系
？

饗
庭　

何
か
い
ろ
い
ろ
道
路
を
作
ろ
う
と
か
、
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
を
作
ろ
う
と
か
い
う
ふ
う
に
頑
張
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
わ
り
と
放
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
派
な

ん
で
す
。
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
、
ず
っ
と
放
っ
て
お
か
れ
た
と

い
う
気
が
し
な
く
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
、住
ん
で
い
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
と
い
う
か
、エ
ラ
ー

を
た
く
さ
ん
起
こ
し
て
、
結
果
的
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

隈　

い
や
、
で
も
、
都
市
計
画
家
で
い
な
が
ら
放
置
系
と
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

隈
先
生
は
す
ぐ
会
場
を
出
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
会
場
か
ら
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
2
つ
ほ
ど
お
受
け
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
氏　

町
田
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
ほ
う
で
住
み
こ
な
し
て
い
け

る
制
度
の
緩
さ
と
い
う
お
話
と
、
核
に
な
る
投
資
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
、
制
度
の
緩
さ
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
の
お
話
で
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
核

に
な
る
投
資
と
い
う
点
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ま
た
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
れ
に

関
係
す
る
こ
と
を
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
。
シ
ド

ニ
ー
の
中
華
街
の
近
辺
に
も
の
す
ご
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ

い
建
っ
て
い
る
ん
で
す
。
メ
ー
ン
の
買
い
手
は
中
国
人
な
ん
で

す
。
今
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
国
人
の
人
は
み
ん
な
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
中
国
人
は
、
や
っ
ぱ
り

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
脇
が
わ
り
と
好
き
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
脇
の
ベ
イ
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
て
、
そ
こ
の
真
ん
中
に
シ
ド
ニ
ー
市
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
と
い

う
と
こ
ろ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
つ
く
っ
て
い
る
施
設
の
設
計
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
と
う
に
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
。

　

そ
ん
な
大
き
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
1
階
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ー
プ
ン
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
る
と
き
も
あ
る
し
、
魚
介
類
の
カ
ー
ト

み
た
い
な
の
を
持
ち
込
め
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
1

階
に
あ
っ
て
、
2
階
は
保
育
園
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国

人
が
来
る
と
、
子
供
を
育
て
た
り
す
る
の
に
、
保
育
園
が
な
い

と
日
本
と
同
じ
で
待
機
児
童
問
題
が
起
き
る
の
で
。
さ
ら
に
3

階
は
図
書
館
の
支
所
で
、
こ
の
小
さ
な
図
書
館
の
上
が
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
だ
と
港
が
見
え
る
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
も
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
み
た
い
な
格
好
の
ビ
ル
で
、
中
華
街
が
近
い
か
ら

ラ
ー
メ
ン
が
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）。
ぐ
る
ぐ
る
と
木
の
ル
ー

バ
ー
が
回
っ
て
い
る
み
た
い
な
ビ
ル
に
し
て
、
み
ん
な
、
ラ
ー
メ

ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
ビ
ル
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
か
そ
う
い

う
も
の
が
1
個
あ
る
だ
け
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
並

ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
ち
ょ
っ
と
壊
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
い

う
思
い
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
は
全
く
逆
に
、
そ
う
い
う
や
わ

ら
か
い
ラ
ー
メ
ン
型
の
ビ
ル
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

饗
庭　

第
2
部
は
、
島
原
万
丈
さ
ん
、
鈴
木
美
央
さ
ん
と
私
の

3
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
前
に
、
お
二
人
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
島
原
万
丈
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

島
原　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
島
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
と
い
う
組
織
で
働
い
て
お
り
ま
す
。LIFU

LL 
H
O
M
E’S

総
研
は
家
探
し
の
ホ
ー
ム
ズ
く
ん
と
い
う
、
不
動

産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
や
っ
て
い
る
会
社
の
中
に
あ
る
非
営
利

組
織
の
研
究
所
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
多
分

こ
こ
に
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
2
0
1
5
年
に
出
し
た

「Sensuous City ﹇
官
能
都
市
﹈」
と
い
う
調
査
レ
ポ
ー
ト
の

話
で
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け
、動
機
で
す
が
、グ
ー

グ
ル
の
画
像
検
索
で
「
再
開
発
」
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ず

ら
ず
ら
っ
と
同
じ
よ
う
な
絵
が
出
て
き
ま
す
。
今
、
日
本
で
再

開
発
と
い
う
の
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で

す
。
特
に
東
京
は
大
変
盛
ん
で
す
。
再
開
発
と
い
え
ば
、
大
体

ち
い
い
と
い
う
心
理
的
な
形
容
詞
で
は
か
っ
て
い
く
場
合
は
、

今
日
は
気
持
ち
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
し
た
は
気
持
ち
よ
く
な
い

と
か
、
す
ご
く
ぶ
れ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
何
々
を
し
た
と
い

う
動
詞
、
経
験
値
と
い
う
の
は
ぶ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
動
詞
で
感
覚
を
は
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
で
は
都
市
の
魅
力
を
計
る
動
詞
群
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
1
つ
目
は
「
関
係
性
」

で
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い

る
」、同
時
に
「
匿
名
性
が
あ
る
」、「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」、「
チ
ャ

ン
ス
（
機
会
）
が
あ
る
」
と
い
う
都
市
の
関
係
性
を
示
す
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
4
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る

動
詞
（
経
験
）
を
評
価
項
目
に
し
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値
観
を
、

今
ま
で
行
政
は
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
町
会

加
入
率
と
か
に
す
る
わ
け
で
す
。
何
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
例
え
ば
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
し
た
と
か
、
あ
る
い

は
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
盛
り
上
が
っ
た
と
、
こ
う
い
っ
た
よ
う

な
経
験
の
ほ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
は
な
い
、
た
だ
偶

然
、
今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
の
ま
ち
に
対
し
て
も
、
自
分

の
地
元
だ
と
思
え
る
よ
う
な
実
感
値
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

　
「
匿
名
性
が
あ
る
」
の
中
に
は
、
実
は
お
叱
り
も
受
け
た
り

も
し
た
ん
で
す
が
、
不
倫
の
デ
ー
ト
を
し
た
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
別
に
不
倫
の
デ
ー
ト
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
不
倫
の
デ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
に
は
関
係
な
い

で
し
ょ
う
と
い
う
匿
名
的
な
行
動
の
典
型
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
経
験
値
を
は
か
る
こ
と
で
、
都
市
の

匿
名
性
を
測
定
す
る
。

　
「
ロ
マ
ン
ス
が
あ
る
」
ま
ち
と
い
う
の
は
、
路
上
で
キ
ス
を

し
た
と
か
、す
て
き
な
異
性
に
出
会
え
た
と
か
、「
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
経

験
値
の
多
さ
で
都
市
に
お
け
る
「
関
係
性
」
の
価
値
を
は
か
る
。

　

そ
れ
か
ら
、も
う
一
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
身
体
性
」、

体
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば

お
い
し
い
食
事
が
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
の
は
「
食
文
化
が
豊
か
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

測
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
ま
ち
を
感
じ
る
」。
ま
ち
の
活
気
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ
て

は
か
る
べ
き
か
。
こ
れ
も
、
行
政
の
は
か
り
方
だ
と
、
通
行
量

調
査
な
ん
で
す
。
通
行
人
が
多
け
れ
ば
活
気
が
あ
る
か
と
い
う

単
純
な
考
え
で
は
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
は
一
番
活
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
た
だ
混
雑
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
活
気
が
あ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
路
上
や
公
園
で
誰
か
ラ
イ
ブ
を

や
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
商
店
街
か
ら
い
い
に
お
い
が
し

て
く
る
と
か
、
人
々
が
活
動
し
て
い
る
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
こ
そ
が
、
活
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
い
う
経
験
値
を
と
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
を
感
じ
る
」
も
、
た
だ
公
園
が
多
い
の
で
は
な
く
て
、

水
や
緑
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
歩
け
る
、
歩
行
空
間
の
快
適
さ
み
た
い
な
も
の
も
、

た
だ
単
に
フ
ラ
ッ
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
い
う
よ
り
は
、
例

え
ば
手
を
つ
な
い
で
歩
く
と
か
、
寄
り
道
、
回
り
道
を
し
た
り

し
て
、
い
つ
も
歩
か
な
い
よ
う
な
道
を
歩
く
と
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
全
国
の
主
要
都
市
を
対
象
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
自
分
の
ま
ち
で
こ
う
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
経
験
数
の
積
み
上
げ
で
ラ

ン
キ
ン
グ
を
し
た
の
が
、
こ
の
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
ラ
ン
キ

ン
グ
で
す
。

都
市
に
は
も
っ
と
官
能
が
必
要
だ

　

結
果
を
さ
っ
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全

国
1
3
4
の
エ
リ
ア
の
中
で
武
蔵
野
市
が
第
3
位
に
入
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
上
は
大
阪
の
北
区
、
そ
れ
か
ら
1
位
は
文
京
区

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
と
な
く
我
々
が

感
じ
て
い
た
吉
祥
寺
、
い
い
よ
ね
、
武
蔵
野
市
、
い
い
よ
ね
と

い
う
感
覚
と
い
う
の
は
、
決
し
て
建
物
の
数
と
か
、
病
院
の
数

と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
積
で
は
は
か
れ
な
く
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
計
測
し
た
ほ
う
が
よ

く
は
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

武
蔵
野
市
の
詳
細
を
見
て
い
き
ま
す
。
全
国
で
3
位
な
の
で

非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
関
係
性
の
中
で
も
「
ロ
マ
ン
ス
が

あ
る
」、
あ
る
い
は
、
身
体
性
の
部
分
が
軒
並
み
ベ
ス
ト
10
以

内
で
す
。
特
に
「
ま
ち
を
感
じ
る
」
と
い
う
部
分
で
は
1
3
4

の
日
本
の
都
市
の
中
で
一
番
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
都
市
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
の
エ
リ
ア
で
は
相

手
に
な
ら
な
い
く
ら
い
吉
祥
寺
は
強
い
わ
け
で
す
。
特
に
身
体

性
の
部
分
で
上
回
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
に
も
う
少
し
上
位
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
み
た
と
き
ど
う
か

と
い
う
と
、
例
え
ば
1
位
の
文
京
区
と
比
べ
て
見
る
と
、「
共

同
体
へ
の
帰
属
」
で
負
け
て
い
る
。「
歩
け
る
」
も
負
け
て
い

る
ん
で
す
が
、「
歩
け
る
」
指
標
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
文
京

区
と
い
う
の
は
東
京
で
一
番
坂
が
多
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

な
い
街
な
ん
で
す
。
そ
の
街
の
人
が
一
番
街
を
歩
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
港
区
と
比
べ
て
い
く
と
何
が
見
え
る
か
と
い
う

と
、
港
区
と
い
う
の
は
匿
名
性
が
あ
る
と
か
、
ロ
マ
ン
ス
が
あ

る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
こ
の
3
つ
が
す
ご
く
強
い
ん
で
す
。

こ
の
3
つ
は
い
わ
ゆ
る
都
会
的
な
街
の
象
徴
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
や
や
劣
勢
で
す
が
、

身
体
性
の
部
分
で
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総

合
順
位
は
武
蔵
野
市
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
比
べ
て
い
た
だ
く
と
、
実
は
、
目
黒
区
と
武
蔵
野

市
の
結
果
は
す
ご
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、

武
蔵
野
市
は
や
は
り
「
自
然
を
感
じ
る
」
と
い
う
項
目
で
勝
っ

て
い
て
、
公
園
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
な
調
査
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
、
都
市
の
魅
力

と
い
う
の
は
、
別
に
再
開
発
で
ば
ん
ば
ん
や
る
こ
と
だ
け
が
都

市
の
魅
力
を
高
め
る
わ
け
で
は
な
い
よ
と
。
今
ま
で
、
何
か
漠

然
と
い
い
ね
と
い
っ
た
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
動
詞
で
測
れ
ば

可
視
化
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
都
市
の
本
質
は
何
か
と
い
う
お

題
に
対
し
て
は
、
私
は
都
市
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
何
と
も

言
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
に
は
官
能
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

饗
庭　

セ
ン
シ
ュ
ア
ス
感
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
の
は
、

ま
ず
大
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
島
原
さ
ん

に
と
っ
て
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

島
原　

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
経
験
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ど
こ

で
も
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。
や
り
た
い
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
と

い
う
の
は
、
大
田
区
の
浅
草
線
の
ほ
う
な
ん
で
す
が
、
あ
の
辺

の
近
く
の
、
例
え
ば
戸
越
だ
と
か
、
武
蔵
小
山
と
か
…
…
。

饗
庭　

戸
越
、
武
蔵
小
山
ね
。

島
原　

と
か
、
目
黒
区
と
品
川
区
の
境
目
ぐ
ら
い
に
結
構
い
い

ま
ち
が
多
い
か
な
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
の
あ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

　

あ
と
、
な
ぜ
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
と
バ
ー
キ
ン
の
写
真
を
レ
ポ
ー

ト
の
表
紙
に
使
っ
た
ん
で
す
か
。

島
原　

こ
の
写
真
は
1
9
7
0
年
代
に
2
人
が
来
日
し
た
と
き

の
写
真
な
ん
で
す
が
、
2
人
が
い
る
場
所
は
正
確
に
は
特
定
で

き
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
銀
座
か
有
楽
町
あ

た
り
の
路
地
裏
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
能
性
の
ア
イ
コ
ン
の

よ
う
な
カ
ッ
プ
ル
が
日
本
の
路
地
裏
を
歩
い
て
い
る
光
景
が
、

非
常
に
官
能
都
市
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い

ま
し
て
。
こ
の
写
真
の
バ
ー
キ
ン
の
お
な
か
に
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ

ト
が
い
る
わ
け
で
、
幸
福
感
も
伝
わ
り
ま
す
。
実
は
バ
ー
キ
ン

事
務
所
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
て
許
可
を

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
見
立
て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
鈴
木
美
央
さ
ん
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

鈴
木　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
鈴
木
美
央
で
す
。
私
は
、
も

と
も
と
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
設

計
事
務
所
で
5
年
間
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
大
学
で
公
共
空
間
の
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
研
究
し
、
博
士
論

文
と
し
て
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
か
、
市

と
か
、
マ
ル
シ
ェ
と
言
わ
れ
て
い
る
や
つ
で
す
。

る
た
め
に
（
高
層
ビ
ル
の
工
事
な
の
で
、）
た
く
さ
ん
の
人
の

命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
自
問

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環

境
に
戻
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
建
築
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
可
能
性
は
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
ど
の
都
市
に
で
も
、
ど
の
時

代
に
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
が

幸
せ
な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
建
築
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
1
つ
の
答
え
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
的
な
道
路
も
週
に
1
度
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
日
に
な
る
と
、
景
色
や
機
能
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

私
は
大
規
模
建
築
を
設
計
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
変
化
に
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の

大
き
な
変
化
と
い
う
の
が
小
さ
な
要
素
の
集
合
体
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
可
能
性
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
博
士
論
文
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
1
0
0

事
例
を
実
地
調
査
し
て
、
4
0
0
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効
果
と
し
て
、

例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
場
所
の
魅
力
の
向
上
、
不

動
産
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
結
果
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
資
源
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
だ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
お
し
ゃ

れ
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
日

常
の
営
み
で
、
そ
こ
に
必
要
だ
か
ら
あ
る
も
の
な
ん
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
の
起
源
と
し
て
交
換
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
都
市
の

始
ま
り
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
行
政
に
よ
り
直
接

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
職
員
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
。
何
で
わ
ざ
わ
ざ
行
政
が
直
接
運
営

す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
、行
政
の
人
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
が

や
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
考
え
方
に
す
ご
く
納
得
し
て
い
ま
す
。

個
の
集
合
体
が
ま
ち
を
動
か
す

　

2
0
1
6
年
か
ら
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
埼
玉
の
郊
外
の
団

地
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
と
し
て
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
受
け
て
い
て
、
複
数
の
場
所
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
研
究
を
受
け
て
、
一
体
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

出
店
者
を
見
つ
け
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
て
い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
郊
外
の

団
地
に
も
実
は
す
ご
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
店
は

持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
す
て
き
な
作
品
を
つ
く
る

作
家
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
店
構
え
は
普
通
の
酒
屋
さ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
中
に
入
る
と
こ
だ
わ
り
の
店
主
が
い
た
り
、
そ

う
い
う
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
、
ま
ず

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
魅
力
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
場
に
あ

ら
わ
れ
る
と
、
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
が
多
分
旅
行
に
行
っ
た
と
き
と
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
た
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
パ
リ
の
マ

ル
シ
ェ
に
行
こ
う
、
バ
リ
に
行
っ
た
ら
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。

地
域
の
魅
力
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
人
が
集

う
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、

初
め
て
交
流
や
体
験
が
生
ま
れ
ま
す
。交
流
や
体
験
を
通
じ
て
、

人
は
ま
ち
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
場
所
を
「
自
分
ご
と
化
」
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ
る
と
、
魅
力
を
認
知
し

始
め
ま
す
。
あ
あ
、
何
も
な
い
郊
外
の
団
地
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
に
、
何
だ
か
す
て
き
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ぞ
、
楽
し

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
の
認
知
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

さ
ら
に
「
自
分
ご
と
化
」
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
っ
て
、
ま
ち
の
担
い
手
に
な
る
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
育
ま
れ
て
い
く
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。
隈
さ
ん
の
お
話
で
も
、
シ
ド

ニ
ー
市
が
戦
略
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
の
集
合
体
が
ま
ち
を

動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
都
市
の
中
に
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

お
勧
め
と
い
う
の
は
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
違
う
と

い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
比
較
し
づ
ら
い
で
す
が
、
や
は
り

日
本
だ
っ
た
ら
高
知
の
街
路
市
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

高
知
、
四
国
の
？

鈴
木　

そ
う
で
す
、
四
国
の
高
知
市
の
街
路
市
で
す
。
高
知
市

が
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
雨
に
も
負
け
ず
に
、
雨
が
降
れ
ば
、
横
を
ビ
ニ
ー
ル

で
囲
っ
て
や
っ
て
い
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
み
ん
な
外
を
使
う
と
雨
だ
か
ら
で
き
な
い
、
お
天
気

が
、
台
風
が
と
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
知
に
行
っ
て
も
ら

う
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
継
続
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

あ
の
人
た
ち
は
、
う
ち
は
台
風
だ
っ
て
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
は
、
常
連
さ
ん
が
た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る

し
、
お
店
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い

関
係
性
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
ち
な
み
に
そ
れ
は
何
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
か
。

鈴
木　

何
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。
野
菜
と
か
も
い
ろ
い
ろ

売
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
常
に
必
要
な
も
の
、
食
品

と
か
が
多
く
て
。
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
市
場
に
流

通
し
な
い
よ
う
な
、
芋
の
茎
、
そ
う
い
う
の
が
。

饗
庭　

何
で
す
か
。

鈴
木　

芋
の
茎
、
そ
う
い
う
部
分
、
普
通
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

思
う
よ
う
な
部
分
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
農
家
の
人
は
食

べ
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
対
面
販
売
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
通
は
流
通
し
な
い
よ
う
な
珍
し
い
も
の
を
売
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
。

饗
庭　

ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
楽
し
い
、
何
を
売
っ
て
い
て
も

い
い
と
、
そ
う
い
う
大
き
く
捉
え
て
お
け
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

鈴
木　

い
え
、
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
、
今
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
か
、
マ
ル
シ
ェ
、
す
ご
く
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
全
て
魅
力
的
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
目
的
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
そ
の
目
的
が
農
業
支
援
で
あ
っ
て
も
、
地
域
経
済
活

性
化
で
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
方
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
自
体
を
目
的
と
し
て
、
人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
た
だ
混
ん
で
い
る
だ

け
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
人
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
原
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
、
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
目
か
ら
見
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

と
い
う
の
を
一
言
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」
を
読
ん
で
、
僕
が

好
き
な
事
例
な
ん
か
も
結
構
載
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
ね
と
思
っ
た
ん
で
す
。
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
の
項
目
で
、
共
同
体
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
軸

の
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
か
る
か

と
い
う
個
別
指
標
の
中
に
、
お
店
の
人
や
ほ
か
の
お
客
さ
ん
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
項
目
を
入

れ
て
い
ま
す
。
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
の
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

数
年
も
す
れ
ば
無
人
で
レ
ジ
を
通
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
実
現
し
そ
う
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
よ
り
も
何
だ
か
ん
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
買
い
物
を
し
て

い
る
と
い
う
日
常
が
、
地
元
感
を
す
ご
く
生
む
の
で
は
な
い
か

　

今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
は
、
選
手
村
が
で
き
る
晴
海

の
あ
た
り
か
ら
銀
座
の
あ
た
り
を
見
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。

隈
さ
ん
流
に
言
う
と
、
失
敗
だ
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
い

た
し
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
の
が
都
市
で
す
ね
。
活

気
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
と
い
う
の
が
都
市

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
最
初
の
1
つ
目
の
、
都
市
が
都
市
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
と
き
に
、
描
い
て
い
る
風
景
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
続
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

2
つ
目
の
写
真
は
、
こ
れ
は
私
の
家
の
近
所
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
す
。
ほ
ぼ
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
全
部
計
画
さ
れ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
1
本
、
草
1
本
、
全
部
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
と
き
は
、
都
市
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
70
代
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
考
え
て
都
市
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
果
た
し
て
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
か
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
か
、
み
た
い
な
こ
と
が
2
つ
目

の
議
論
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
の
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
あ
た
り
で
、
何
か
。

島
原　
「
都
市
と
は
何
か
」
は
難
し
い
お
題
で
す
。
都
市
が
ず
っ

と
魅
力
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
状
態
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状

態
か
と
問
い
直
す
と
、
こ
れ
は
実
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
饗
庭
さ

ん
の
考
え
で
あ
る
「
都
市
と
は
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
」
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。
日
本
語
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

要
す
る
に
小
さ
い
欲
望
の
意
思
決
定
が
独
立
に
そ
れ
ぞ
れ
営

ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
集
ま
っ
て

い
る
の
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
都
市
の
中
で
い
う
と
、
横
丁
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
も
多
分

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
多
く
の
出
店
者
が
出
て
き
て
、
何
を

そ
こ
で
い
く
ら
で
売
る
か
は
そ
の
出
店
者
が
勝
手
に
決
め
て
い

て
、
し
か
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
お
隣
さ
ん
と
か
ぶ
ら
な
い

よ
う
に
だ
と
か
、
そ
の
場
全
体
の
空
気
を
う
っ
す
ら
読
み
つ
つ

も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
。
そ

う
い
う
状
況
で
、
例
え
ば
そ
の
店
が
売
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
次
の
挑
戦
者
が
や
っ
て
来
る
と
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う
の
を
1
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
極
が
、
例
え
ば
大
資
本
が
1
社
で
、
あ
る
い
は
国
が

全
部
を
計
画
し
て
い
く
よ
う
な
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
例

え
る
と
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
大
き

な
主
体
が
非
常
に
大
き
な
面
積
、
空
間
を
使
っ
て
、
全
部
そ
の

1
社
、
あ
る
い
は
個
人
の
意
思
決
定
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
ゼ
ロ
か
1
か
み
た
い
な
、
そ
う
い

う
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
欲
望
が
す
ご
く
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
、
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
多
様
性
と
調
和
が
バ
ラ
ン

ス
し
て
い
る
状
態
が
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
鈴
木
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

都
市
の
余
白

鈴
木　

私
は
、
チ
ラ
シ
に
「
都
市
と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係

性
の
連
続
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
。
結
局
は
余
白
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
よ
う
な
場
所
で
そ

う
い
う
関
係
性
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
隈
さ
ん
の
言
う
失
敗
と
い
う
の

は
、
結
局
は
そ
れ
を
許
す
と
い
う
余
白
だ
っ
た
り
、
饗
庭
さ
ん

が
ま
ち
の
中
の
余
地
か
ら
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
お
も
し

ろ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
う
い
う
余
白
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
い
う

余
地
を
生
む
か
み
た
い
な
こ
と
が
、
都
市
の
中
で
関
係
性
と
か

が
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
人
と
人
と
の
関
係
性
と
か
っ
て
、
常

に
実
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匿
名
性
な
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
物
す

ご
い
関
係
性
の
集
積
の
中
で
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
子
供
を
産
ん
で
か
ら
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
を
連
れ
て
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
か
、
あ
る
い
は
人

か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
守
る
べ
き
者
が
で
き

た
瞬
間
に
、
い
か
に
気
を
つ
け
る
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る

か
、
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
性
が

う
ま
く
回
る
場
所
と
い
う
の
が
、
余
白
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

饗
庭　

余
白
み
た
い
な
も
の
が
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は

島
原
さ
ん
の
言
葉
で
言
う
と
、
新
陳
代
謝
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
わ
り
と
お
二
人
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

1
カ
月
前
、3
人
で
ぐ
る
っ
と
吉
祥
寺
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
の
新
陳
代
謝
と
か
余
白
み
た
い
な
も
の
で
、
吉
祥
寺
は

ト
ッ
プ
の
都
市
で
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
す
か
、
率
直
に
言
っ
て
。

島
原　

さ
か
の
ぼ
る
と
大
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、
今
か
ら
30

年
ぐ
ら
い
前
は
荻
窪
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
遊
び
に

行
く
の
は
大
体
吉
祥
寺
だ
っ
た
で
す
。
最
初
は
東
京
に
出
て
き

て
六
本
木
と
か
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何

か
や
っ
ぱ
り
俺
は
田
舎
者
だ
、
無
理
だ
な
六
本
木
は
、
み
た
い

な
感
じ
で
、
吉
祥
寺
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
で
も
吉
祥
寺

に
は
と
き
ど
き
来
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
て
、
す
ご
く
拡
大
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
た
ん
で

す
、
吉
祥
寺
が
。

饗
庭　

吉
祥
寺
が
拡
大
し
て
い
る
？

島
原　

要
す
る
に
商
業
の
お
店
が
、
前
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ご
く
広

が
っ
て
き
た
な
と
。
東
急
の
裏
あ
た
り
と
か
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
昔
、
丸
井
の
横
を
通
っ
て
井
の
頭
公
園
に
向
か
う
道
な

ん
て
、
そ
ん
な
に
お
店
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の

辺
に
結
構
路
上
駐
車
し
て
遊
ん
で
い
た
り
し
た
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
（
笑
）。
す
ご
く
お
店
が
増
え
た
な
と
。

　

小
さ
な
お
店
も
い
っ
ぱ
い
増
え
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
事
実
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
一
方
で
、
特
に
中
心
部
の
方

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
ア
と
い
う
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
す
ご
く
増
え
て
、
こ
ん
な
に
池
袋

的
だ
っ
た
か
な
と
か
ね
。
そ
う
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
っ
ぽ
い
雰

囲
気
も
出
て
き
た
り
と
か
し
て
い
て
、
そ
の
両
方
で
す
ね
。
お

も
し
ろ
い
店
が
外
に
広
が
り
つ
つ
、
真
ん
中
の
ほ
う
は
ち
ょ
っ

と
チ
ェ
ー
ン
店
ぽ
く
な
っ
た
な
と
い
う
感
覚
が
し
ま
す
。

饗
庭　

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ぞ
と
。

島
原　

ど
う
で
し
ょ
う
ね
、
聞
け
ば
、
す
ご
く
地
価
も
上
が
っ

て
い
る
と
。
テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
す
ご
く
高
い
と
い
う
話
な
の

で
、
チ
ェ
ー
ン
店
し
か
入
れ
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
悪
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
吉
祥
寺
っ
ぽ
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
も
う
少
し
外
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

私
も
ま
ち
を
歩
い
た
後
に
、
ず
ば
り
聞
か
れ
た
ん
で
す

よ
、住
み
た
い
で
す
か
っ
て
。
私
の
答
え
は
正
直
に
言
う
と
ノ
ー

で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は
り
自
分
の
セ
ン
シ
ュ

ア
ス
の
差
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
人
間
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

過
密
過
ぎ
て
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
中
で

言
う
と
、
私
に
と
っ
て
は
も
う
少
し
余
白
が
あ
る
ま
ち
の
ほ
う

が
安
心
で
き
る
、
ほ
っ
と
す
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
も
と
も
と
ま
ち
が
持
っ
て
い
た
小
さ
な
店

舗
だ
っ
た
り
と
い
う
魅
力
、
今
ち
ょ
っ
と
失
わ
れ
か
け
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
ら
し
さ
と
い
う

の
を
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
は
思

い
ま
し
た
。

饗
庭　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
生
ま
れ
そ
う
に
な
い
？

鈴
木　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
も
の
は
、
そ
う
で
す
ね
、
生
ま
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
ど
う
か
と
言

わ
れ
た
と
き
に
、
吉
祥
寺
の
場
合
、
供
給
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
店
舗
が
多
く
て
。

饗
庭　

お
店
が
多
い
？

鈴
木　

お
店
が
多
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
…
…
。
例
え
ば
す

ご
く
安
い
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ

も
満
た
せ
る
、
有
機
の
こ
だ
わ
り
の
お
野
菜
を
求
め
て
い
る
人

が
い
て
も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

特
別
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
ま
ち
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

逆
に
、
郊
外
の
何
も
な
い
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
と

か
、
人
口
が
減
っ
て
い
て
商
店
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

島
原　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

行
っ
て
、
そ
れ
で
意
気
投
合
し
て
盛
り
上
が
っ
て
、
で

も
、
お
酒
の
場
で
の
話
。
1
週
間
後
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
み
た
い
な
、
そ
れ
が
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ

と
い
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
匿
名
性
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
が
減
っ
て
い
ま
す
か
、
吉
祥
寺
と
い
う
の
は
。

島
原　

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
そ
こ
は
。
僕
は
、
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
チ
ェ
ー
ン
店
的
な
も
の
と
い
う
の
は
、
比
較
的
匿

名
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
で
も
チ
ェ
ー
ン
店
で
他

の
客
と
仲
良
く
な
る
と
も
思
え
な
い
。

饗
庭　

匿
名
性
が
高
く
て
、
か
つ
、
隣
の
客
と
も
あ
ま
り
し
ゃ

べ
ら
な
い
で
す
ね
。

鈴
木　

関
係
性
が
な
い
タ
イ
プ
の
匿
名
性
。
匿
名
性
も
多
分
2

つ
あ
る
ん
で
す
。

饗
庭　

匿
名
性
と
関
係
性
の
2
つ
の
言
葉
で
考
え
れ
ば
い
い
か

な
。

鈴
木　

匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
が

わ
り
と
理
想
的
か
な
と
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
関
係
性
の
深
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
匿
名
性

が
あ
り
な
が
ら
、
関
係
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
都
市
の
魅
力
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

仕
事
で
地
方
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
に

行
っ
て
、
行
政
の
人
の
車
に
私
が
隣
に
乗
っ
て
い
る
と
、
車
で

す
れ
違
う
だ
け
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
す
ぐ
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ら
し
く
て
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

匿
名
性
が
な
い
状
態
？

鈴
木　

匿
名
性
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
匿
名

性
だ
け
で
も
豊
か
で
は
な
い
。
関
係
性
が
明
ら
か
な
匿
名
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
出
て
き
て
、
新
宿
駅
で
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
す
み
ま

せ
ん
と
謝
っ
た
ら
、
向
こ
う
は
す
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
な

か
っ
た
。
都
市
の
匿
名
性
と
い
う
か
、
匿
名
性
の
あ
る
関
係
性

を
持
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
普
段
か
ら
生
き
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
う

も
の
が
も
う
少
し
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
、
全
体
的
に
生
き
や
す

い
社
会
で
は
な
い
か
な
と
い
う
興
味
も
少
し
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

吉
祥
寺
と
か
、
郊
外
の
都
市
を
歩
い
て
思
う
の
は
、
住

宅
地
が
後
ろ
に
控
え
て
い
て
、
住
宅
地
に
入
っ
た
瞬
間
に
も
の

す
ご
く
匿
名
性
が
上
が
る
と
い
う
か
、
知
り
合
い
に
し
か
挨
拶

を
し
な
く
な
る
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
挨
拶
す
る
け
れ
ど
も
、

知
ら
な
い
人
に
は
挨
拶
し
な
い
。
飲
み
屋
さ
ん
で
少
し
お
酒
を

飲
ん
で
ハ
イ
な
状
態
で
、
匿
名
性
の
中
で
お
ね
え
さ
ん
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
僕
も
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
頑
張
れ

ば
で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

じ
ゃ
、
暮
し
の
中
で
そ
う
い
う
関
係
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
の
こ
の
あ
た

り
の
都
市
の
豊
か
さ
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
、

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

ま
さ
に
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
店
の
可
能
性
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
に
愛
を
持
っ
て
お
店
の
人
が
や
っ
て

い
る
場
所
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て
い
い
で
す
、
そ
の
店
員

さ
ん
が
そ
こ
に
愛
を
持
っ
て
い
れ
ば
。

　

子
供
を
商
店
街
に
連
れ
て
行
く
と
、
大
き
く
な
っ
た
ね
と
か

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
う
ち
の
子
の
名
前
も
わ
か
ら
な

い
。
で
も
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
小

学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
一
人
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
都
市
と
い
う
の
は
、
私
の
場
合
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
の
で
、
都
市
と
は
ま
た
少
し
性
格
が
違
う
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
緩
い
関
係
性
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
の
よ
う
な
街
は
住
宅
地
と
商
業

地
が
す
ご
く
隣
接
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
は
住
宅
地
で
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
商
業
地
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
徐
々
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ

ん
だ
ん
と
密
度
が
下
が
っ
て
い
て
、
住
宅
だ
け
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿

名
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
実
は
、
僕
は
女
性
が
一
人
で
暮

ら
し
て
い
て
も
す
ご
く
安
全
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
饗
庭
さ
ん
の
学
校
が
あ
る
南
大
沢
あ
た
り
に
夜
10

時
ぐ
ら
い
に
帰
っ
て
来
て
、
駅
か
ら
15
分
歩
く
と
恐
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

饗
庭　

い
や
、
安
全
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
（
笑
）。

島
原　

安
全
で
す
か
（
笑
）。

饗
庭　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
20
年
た
つ
と
、
結
構
。

島
原　

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
商
売
人
は
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ン
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
（
※
3
）
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
そ

の
場
所
に
愛
着
を
も
つ
人
が
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
帰

る
安
心
感
の
ほ
う
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
が
あ
る
安
心

感
よ
り
は
る
か
に
高
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

関
係
性
で
も
、
匿
名
性
で
も
、
ど
っ
ち
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
す
ご
く
商
業
の
必
要
な
部
分
と
い
う
か
、

す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
か
な
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、
こ
の

吉
祥
寺
の
ま
ち
と
か
も
そ
う
で
す
し
。

　

例
え
ば
東
横
線
で
い
う
と
、
学
芸
大
学
だ
と
か
、
あ
あ
い
う

ふ
う
に
商
店
街
と
住
宅
地
が
わ
り
と
溶
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
の
は
、
僕
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

私
が
最
近
や
っ
た
り
、
や
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
辺
の
子
供
に
物
を
あ
げ
よ
う
と
。
小
さ
い
子
で
す

が
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ア
メ
を
持
っ
て
い
て
、
知
ら
な
い

子
に
あ
げ
る
場
面
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　

そ
れ
は
、
た
だ
の
習
慣
と
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
知
ら
な
い
人
と
匿
名
性
、

関
係
性
を
う
ま
く
操
作
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
然
知
ら
な
い
子

な
い
も
の
を
置
い
て
み
る
み
た
い
な
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

も
し
れ
な
い
し
、子
供
を
介
し
た
会
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

別
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
商
業
地
の
再
生
と
か
、
商

店
街
の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
宅
街
の
と
こ
ろ
な
ん
か
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
1

つ
目
の
お
題
に
対
し
て
、
何
と
な
く
見
え
て
き
た
答
え
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
の
や
る
気
と
場
の
デ
ザ
イ
ン

　

2
つ
目
の
話
題
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

ん
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ど
う
仕
掛
け
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
て
を
救
う
と
言

い
切
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
ま
す
か
。

鈴
木　

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
個
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
を
束
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば
巨
大
化
す
る
こ

と
も
。
個
が
増
え
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
増

え
て
い
っ
て
、
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
1
0
0
軒
だ
と
。
逆
に
、
都

市
が
縮
小
し
て
そ
ん
な
に
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
て
5
軒
し
か
要

ら
な
く
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
、
個
の
力
を
か
り
て
大
き
く

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

た
だ
、
個
を
ど
う
や
っ
て
束
ね
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
み
た

い
な
こ
と
が
す
ご
く
重
要
で
、
そ
れ
が
結
構
難
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
饗
庭
さ
ん
の
本
の
中
で
も
、「
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
合
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
合
成
す
る
か
と
か
、
個
を
束
ね
て

い
く
手
法
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
言
う
と
、
ど
う
や
っ
て
運
営
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
は
ま
だ
模
索

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
話
を
よ
く
街
場
の
ま
ち
づ
く
り
の
や
っ
て
い
る
議

論
に
戻
す
と
、
要
す
る
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
ぞ
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
ね
。
企
画
は
良
い
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
ろ
う

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
気
で
や
る
人
が
地
域
か
ら

出
て
こ
な
い
か
ら
、
全
然
動
か
な
い
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
、

そ
の
個
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
て
、
力
づ
け
て
い
く
か
。
や
は

り
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
そ
う
い
う
話
を
書
い
た
と
き
に
、
昔
の
人
み
た
い
に
全

身
全
霊
で
商
業
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
分
い
な
さ
そ

う
。
一
生
ラ
ー
メ
ン
屋
で
勝
負
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
人
は
あ

ま
り
い
な
さ
そ
う
で
、
む
し
ろ
1
日
3
時
間
で
い
い
か
ら
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
と
か
、
1
日
2
時
間
だ
け
だ
っ
た
ら

バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
み
た
い
と
か
、
弱
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
よ
う
な
人
た
ち
は
、
ま
だ
い
そ
う

だ
と
。

　

そ
れ
を
か
き
集
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
を
本

に
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
さ
ん
が
憶
え
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
何
に
せ
よ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
と
か
、
い
か
に
束
ね
る
か
と
か
、

そ
の
辺
が
大
き
な
問
題
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
1
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
来
場
者
と
し
て

来
る
こ
と
は
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
て
誰
で
も
す
ぐ
行

け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
来

て
い
た
人
が
次
第
に
出
店
者
側
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
さ
ら
に
、
出
店
し
て
い
た
ら
、
運
営
者
が
突
然
や
め
る

と
言
っ
た
と
き
に
、
出
店
者
が
運
営
者
側
に
変
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
や
、
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
運
営
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

家
を
買
う
人
が
家
を
建
て
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
特

に
何
か
大
き
な
し
つ
ら
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
を
束

ね
る
と
い
う
能
力
さ
え
で
き
て
く
れ
ば
可
能
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
寛
容
度
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
可
能
性
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
島
原
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

島
原　

や
っ
ぱ
り
小
さ
な
多
様
な
主
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
と
し
て
の
空
間
的
に
も
ソ
フ
ト
と
し
て
の
運
営
面
で

も
、
そ
う
い
う
余
白
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

饗
庭
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
あ
の
状

況
じ
ゃ
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
計
画
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
空
間
で
す
し
、
逸
脱
を
許

さ
な
い
よ
う
な
整
然
と
し
た
画
一
性
を
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

最
初
に
お
二
人
が
話
し
て
い
た
余
白
と
い
う
も
の
が
、
何
か
こ

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
都
市
に
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
話

で
、
饗
庭
さ
ん
は
、
逆
に
ど
う
い
う
感
じ
で
お
考
え
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
て
。

饗
庭　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
大
学
の
そ
ば
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
学
生
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
難

し
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
と
か
、

屋
台
を
置
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
や
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
人
が
来
な
い
で
す
ね
。

　

や
っ
ぱ
り
都
市
の
中
で
も
ツ
ボ
み
た
い
な
と
こ
ろ
っ
て
絶
対

に
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ま
く
人
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

何
か
や
る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
な
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。
あ
の
写
真
は
特
に
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ら
し
い
住
宅
街
を
撮
っ
て
き
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
所
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

な
る
ほ
ど
。

饗
庭　

こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
ど
こ
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
。
再
開
発
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当

の
方
と
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
再
開
発
で
い
う
と
、
と
に
か
く
小
さ
な
お
店
が
出
せ

る
ス
ペ
ー
ス
だ
と
か
を
と
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
公
開
空
地
を
つ
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、
後

で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
か
、
屋
台
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

は
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
か
、
僕
が
思
っ
て
い
る
の
っ
て
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
挑
戦
し

た
い
と
き
に
挑
戦
で
き
る
、
大
き
く
は
ソ
フ
ト
の
話
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
少
は
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
の

手
当
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
都
市
を

つ
く
る
と
い
う
と
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
必
要
か
な
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
う
い
う
一
見
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
そ
う
な
感
じ

の
場
所
を
生
か
す
と
き
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
は
設
計
者
が
入
る

べ
き
だ
と
す
ご
く
思
い
ま
す
。

饗
庭　

設
計
者
？

鈴
木　

は
い
。
公
共
空
間
の
活
用
を
す
る
と
き
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
そ
う
で
す
し
、
何
か
椅
子
を
置
く
と
か
、
結
構
ぽ
ん
ぽ

ん
と
置
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
別
に
建
築
家
に
頼
ま

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
建
築
家
っ
て
、

こ
の
場
所
を
ど
う
や
っ
て
生
か
す
か
み
た
い
な
こ
と
、
ど
う

や
っ
て
よ
く
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
そ
こ
っ

て
す
ご
く
重
要
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
場
合
で
も
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
が

す
ご
く
大
事
で
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
宅
街
の
写
真
に
あ
っ
た
よ
う
な
並
木
道
だ
っ
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
景
色
と
し
て
す
ご
く
生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
設
計

す
る
視
点
と
い
う
の
が
、
ま
だ
抜
け
て
い
る
の
か
な
と
。
世
の

中
で
は
公
共
空
間
の
活
用
の
点
も
あ
る
と
、
最
近
考
え
て
い
た

り
も
し
ま
す
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
大
事
だ
と
い
う
の
は
、

私
も
全
く
同
意
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
場
所

に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、よ
り
ど
つ
ぼ
に
は
ま
る
ん
で
す
。
す
ご
く
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
ま
ち
の
中
に
、
す
ご
く
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
、

も
の
す
ご
く
デ
ザ
イ
ン
が
引
き
立
つ
ん
で
す
。
背
景
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
、
い
い
場
所
が
で
き
た
、
買
い
物
を
し

た
く
な
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
れ
は
難
問
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
所
に
物
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
難
問
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
熟
化
社
会
の
再
開
発

島
原　

私
は
今
、
日
本
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
あ
ま
り
期
待
が

持
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
、一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
つ
つ
も
、
足
元
の
現
状
の
ま
ち
を
残
す
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
ら
、
ま
だ
手
法
と
し
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。
全
く
建
て
な
い

と
い
う
の
も
現
実
的
で
は
な
い
気
も
す
る
の
で
。

饗
庭　

鈴
木
さ
ん
は
何
か
。

鈴
木　

あ
と
は
、
今
超
高
層
を
建
て
る
と
い
う
と
き
に
、
や
は

り
ど
う
や
っ
て
床
を
埋
め
る
か
み
た
い
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
建
築
の
力
を
私
は
信
じ
て

い
て
、
何
か
大
発
明
と
い
う
か
、
答
え
を
誰
か
見
つ
け
出
す
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
少
し
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の

大
さ
ん
橋
は
1
つ
、
そ
う
い
う
例
だ
と
思
う
ん
で
す
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
あ
あ
い
う
建
築
と
い
う
の
は
今
ま
で
な
く
て
、
今

で
こ
そ
屋
根
を
開
放
し
て
屋
上
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
1
つ
の
形
態
か
ら

の
解
答
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
い
つ
か
誰
か
が
見
つ
け

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

形
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
が

隈
さ
ん
に
も
お
話
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
土
地
が
割

れ
て
き
て
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
戻
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

覆
水
盆
に
帰
ら
ず
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
1
回
土
地
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
都
市
は
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
状
態
で
次
の
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

　

そ
れ
で
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
と
こ
ろ
を
1
つ

使
っ
て
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

鈴
木
戦
略
と
、
あ
る
い
は
小
さ
い
と
こ
ろ
を
10
個
ぐ
ら
い
集
め

て
再
開
発
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
再
開
発
戦
略
と
い
う
の
と
、
そ

の
2
つ
ぐ
ら
い
が
あ
る
と
。
中
間
が
欲
し
い
な
と
か
、ど
う
や
っ

た
ら
違
う
道
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

今
、
土
地
を
交
換
し
た
り
、
分
配
し
た
り
し
て
、
新
し
い
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
だ
い
ぶ
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

外
か
ら
札
束
を
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
き
て
、
ま
ち
中
の
土
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
の
を
み
ん
な
で
待
つ
か
、
一
方
で
、
政
府

に
も
妙
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
行
政
が
税
金
を

た
く
さ
ん
積
ん
だ
車
で
や
っ
て
来
て
、
ま
ち
を
買
い
上
げ
て
公

園
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
な
と
か
、
道
路
を
通
し
て
く
れ
な

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
2
つ
ぐ
ら
い
し
か

今
の
選
択
肢
に
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
2
つ
は
ど
う
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
し

か
つ
く
れ
な
い
ぞ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
、
ほ
か
の
や
り
方
も
鍛
え
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
と
。
1

つ
は
、
地
域
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
僕
は
信
じ
た
い
と
思
う
の
で
、

ま
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
誰
々
さ
ん
の
空
き
家
と
誰
々
さ
ん

の
空
き
家
と
で
交
換
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ん
か
を
つ

く
っ
て
み
る
と
か
、
触
れ
合
い
の
場
所
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、

恒
常
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
み
る
と
か
、
そ
の
地
域
の

中
で
交
換
と
か
分
配
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
じ
ゃ
、
地
元
の
自
治

会
が
不
動
産
事
業
を
や
れ
る
か
と
い
う
と
、
全
く
や
れ
な
い
わ

け
な
の
で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
地
域
の
可
能
性
は
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
、
家
族
の
可
能
性
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
日

本
と
い
う
の
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
建
物
を
最
後
は
相
続
で
分

配
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
供

が
3
人
い
た
ら
、
3
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
、

仲
が
よ
か
っ
た
ら
土
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
ら
土

地
が
3
つ
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
ま
す
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

の
家
族
と
い
う
の
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
島
原
さ
ん
の
出
身
は
ど
こ
で
す
か
。

島
原　

四
国
の
愛
媛
県
で
す
。

饗
庭　

愛
媛
で
す
か
。
愛
媛
に
行
っ
た
ら
、
島
原
本
家
み
た
い

な
存
在
が
。

島
原　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
。

饗
庭　

空
き
家
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
大
丈
夫
で
す
か
。

島
原　

今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
す
、
弟
が
継
い
だ
ん
で
。

饗
庭　

例
え
ば
、
島
原
家
の
土
地
は
島
原
家
直
系
の
島
原
な
に

が
し
さ
ん
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
60
歳
ぐ
ら
い
で
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら
売
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
島
原
一
族

が
集
結
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
土

地
の
有
効
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
家
族
の
関
係
み
た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
回
顕
在

化
さ
せ
る
、
見
え
る
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
か
し
た
ら

別
の
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
仕
組
み
と
は
何
か
と
い
う
の
は
、
と

て
も
大
事
な
視
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

島
原　

や
っ
ぱ
り
土
地
を
い
く
ら
か
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
資
産
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
欲
し

が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
の
例
え
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
方
の
実
家
が
空
き
家
な
ん
て
い
う
事
例
は
ほ
ん

と
う
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
う
と
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
も
の
に
全
く
価
値
が
な
い
と
い
う
か
、
持
っ
て
い

る
だ
け
で
逆
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
マ
イ
ナ
ス
の
不
動
産
だ
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
価
値
が
な
く

な
る
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
使
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
ベ
ー
ス
、
モ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
島
原
一
族
だ
け
で
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
と
い
っ
て
も
、
う
ち
の
兄
弟
な
ん
か
も
3
人
し
か
い
な
く

て
、
親
戚
づ
き
あ
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
や
り
方
と
い
う
か
、
何
か
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
土
台
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

饗
庭　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
第
3
部
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
話
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、最
後
、少
し
言
い
足
り
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
終
わ
り
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
い
く
つ
か
私
は
子
育
て
視
点
み
た
い

な
話
を
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
。

や
っ
ぱ
り
今
ま
で
っ
て
、
親
子
の
居
場
所
を
考
え
る
、
子
育
て

支
援
と
い
う
と
、
公
園
を
つ
く
れ
ば
い
い
み
た
い
な
話
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
、
ハ
ー
ド
を
置
け
ば
い
い
み
た
い
な
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
利
用
者
の
目
線
み
た
い
な
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
欠
如
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
に
な
っ
て
み
た
ら
、
い
か
に
公
園
が
使
い
に
く
い
か
。
い

か
に
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
設
計
は
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
利
用
者
目
線
で
設
計
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
都
市

全
体
が
そ
う
い
う
面
が
す
ご
く
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
女
性
側
の
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
関
与
し
て
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
。

　

こ
こ
を
も
う
一
歩
引
き
寄
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
そ
れ
が
、
さ
っ
き
の
関
係
性
と
い

う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、
整
備
を
す
る
と
い
う
と

き
の
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
使

い
や
す
く
、
居
心
地
が
い
い
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
、
ほ
ん
と
う
に
人
口
と
い
う
の
は
増
え
て
い
く
可
能
性

司
会　

こ
ち
ら
第
3
部
の
会
場
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

飲
み
物
を
片
手
に
質
疑
応
答
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、ま
た
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
同
士
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
談
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
気
兼
ね
な
く
語
り
合
っ
て

い
た
だ
け
る
楽
し
い
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
際
に
ご
質
問
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
か
ら
1
つ
ず
つ
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
計
画
と
自
動
車
と

住
ま
い
の
選
択

　

で
は
、
ま
ず
は
島
原
さ
ん
に
。　

　

質
問
で
す
。「
以
前
は
、
つ
く
ば
市
の
よ
う
に
広
幅
員
な
道
路

や
歩
車
が
分
離
さ
れ
て
い
る
整
然
と
し
た
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ

て
い
て
、
昨
今
は
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
ま
ち
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
々
が
都
市
に
求
め
る
も
の
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
、
都
市
に
求
め
る
も
の
は
普
遍
的
で
、

国
が
進
め
る
政
策
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
原　

そ
う
で
す
ね
、
普
遍
的
な
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
移

い
う
生
き
物
が
変
わ
ら
な
い
限
り
普
遍
的
な
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
そ
の
生
活
が
車
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
自
転
車

に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
の
は
時
代
に
よ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

今
の
日
本
と
い
う
の
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
み
た
い
人

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
め
る
し
、
町
屋
に
住
み
た
い
人
は
住
め

る
し
、
郊
外
の
戸
建
て
に
住
み
た
い
人
は
住
め
る
し
、
そ
う
意

味
で
は
す
ご
く
選
択
肢
が
多
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

財
産
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
ご
質
問
が
、
下
手
を

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
潰
し
て
、
み
ん
な
中
心
部
に
集
ま

ろ
う
と
い
う
話
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
は
な
く
て
と
い
う
か
。

　

私
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
今
暮
ら
し
て
い
て
も
結
構
楽
し
い
ん

で
す
。
多
摩
の
都
市
計
画
を
勉
強
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
別
に
ご
み
ご
み
し

た
と
こ
ろ
に
住
み
た
く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
留
学
生

に
聞
く
と
、都
市
と
か
は
嫌
で
す
と
言
う
ん
で
す
。
大
体
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
よ
く
て
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住
め
る
ん

だ
っ
た
ら
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い

ろ
な
住
み
方
の
選
択
肢
を
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
選
択
肢
を
日

本
の
中
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
も
の
す
ご
い
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
歩
く
の
が
好
き
な
人

は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

私
も
、
埼
玉
の
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い

れ
が
今
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
現
代
版
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
使
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

司
会　

続
い
て
、
鈴
木
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
。「
東
京
の
都
市

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
。

鈴
木　

一
つ
は
継
続
開
催
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
開

催
す
る
こ
と
で
、
出
店
者
さ
ん
と
地
域
の
人
が
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
週
に
1
回
で
も
開
催
で
き
れ
ば
、
そ
の
場

所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
が
毎
週
集

ま
る
場
に
な
っ
て
く
る
。

　

日
本
全
体
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
増
え
て
い
て
、
継
続
開
催
さ

れ
て
く
る
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
人
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
個
々
の
出
店
者
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
文
化
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
良
く
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
補
助
金
を
受
け
た
商
店
街
が
と

り
あ
え
ず
や
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
、
商
店
街
の
組

合
員
を
動
員
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う
は
出
た
く
も
な

い
の
に
、
関
係
性
で
出
な
い
と
い
け
な
く
て
、
人
が
集
ま
ら
な

く
て
疲
弊
し
ち
ゃ
う
み
た
い
な
、
あ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
設
計
さ
れ

て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
き
に
、

そ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
切
り
離
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

街
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
か
？

司
会　

で
は
、3
つ
目
、饗
庭
さ
ん
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
雑

然
性
、
そ
し
て
ち
ま
ち
ま
感
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
、
こ
う
い
っ

た
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
こ
と
の
統
一
性
が
吉
祥
寺
の
魅
力
の

1
つ
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
生
か
し
た
再

生
、
手
法
、
維
持
、
継
続
、
そ
し
て
稼
ぐ
ま
ち
と
し
て
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
ご
質
問
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
、
質
問
が
途
中
で
ト
ー
ン
が
変
わ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
前
半
の
隈
さ
ん
と
の
話
の
中
で
大
分
私
の
ス
タ
ン

ス
は
お
話
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の

が
一
番
い
い
と
き
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
都
市
計
画
に
せ
よ
、

ま
ち
づ
く
り
に
せ
よ
、
特
に
何
も
頑
張
ら
な
い
、
変
に
計
画
を

つ
く
ら
な
い
み
た
い
な
ほ
う
が
い
い
こ
と
と
い
う
の
が
あ
っ

て
。

　

歴
史
的
に
言
う
と
、
吉
祥
寺
は
昔
、
す
ご
い
都
市
計
画
を
や

ろ
う
と
し
て
、
地
元
の
反
対
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
が
あ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
人
も
陰
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
雑
然
さ
に
対
し
て
あ
ま
り

積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
都
市
計
画
、
ま
ち
づ

く
り
が
機
能
し
て
き
て
、
今
日
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
質
問
に
あ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
も
し
か
し
た
ら
危

険
思
想
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。
今
、
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
全
国
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
か
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
ふ
う
に
何
人
か
の
人
が
強
い
言
葉
で
言
う
の
で
、
稼
が
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
思
う
人
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

稼
が
な
く
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
生
き
て
い
る

と
い
う
の
が
い
い
ま
ち
な
ん
で
す
。

　

役
に
立
つ
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
町
な
か
に
い
て
、
1
日
3
0
0
円
し
か
使
っ
て
い
な
い
み
た

い
な
人
が
い
ら
れ
る
の
が
い
い
ま
ち
だ
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ

り
そ
の
雑
然
さ
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
変
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か

を
や
り
始
め
る
と
、
失
敗
す
る
と
い
う
か
、
よ
さ
が
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

司
会　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
吉
祥
寺
に
は
、

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
雑
然
性
と
か
、
ち
ま
ち
ま
感
と
か
、
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

下
手
に
手
を
出
さ
ず
に
、
何
と
な
く
維
持
で
き
た
ら
、
そ
れ
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

饗
庭　

ま
と
ま
っ
て
見
た
ら
雑
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
都
市
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
の
土
地
が
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
見
る
と
、雑
然
と
使
っ

て
い
る
人
と
、
す
ご
く
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
全
体
的
に
雑
然

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
シ
っ
と
使
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
う
い
う
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
つ
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
い
わ
ば
ま
ち
の
様
子
を
見
る
と
き
に
、
全
体
で

イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
一
つ
の
単
位
に
、
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
て
み
た
と
き
に
、

果
た
し
て
そ
こ
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
と
。
こ
ん
な
雑
然
と

し
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
雑
然
と
さ
せ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、

こ
ん
な
に
ビ
シ
っ
と
や
っ
て
い
る
人
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ

す
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
か
、
ま
ち
の
状
態
を
、
解
像
度
を
上
げ
て
見
て
い

か
な
い
と
将
来
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
必
要
性

司
会　

こ
こ
か
ら
は
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
氏　

官
能
都
市
の
第
4
位
の
目
黒
区
の
も
の
で
す
。
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
確
か
に
武
蔵
野
市
と
目
黒
区
、
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
先
ほ
ど
、
鈴
木
さ
ん
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今

で
こ
そ
中
目
黒
は
大
変
有
名
な
ん
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
中
目
黒
と
い
う
の
は
全
然
地
味
で
、
誰
も
知
ら
な
い
ま

ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
と
て
つ
も
な
く
人
気
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
、
い
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
危
機
感
が
あ
る
中
で
、
昨
年
、
ま
さ
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
こ
と
で
、
中
目
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の

を
決
め
た
ん
で
す
。

　

精
神
的
な
も
の
な
ん
で
す
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い

な
も
の
の
大
切
さ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
鈴
木
さ
ん
は
お
考
え
に

な
る
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

2
点
目
で
す
が
、
自
由
が
丘
も
、
中
目
黒
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
、
二
階
の
店
舗
づ
く
り
が
み
な
さ
ん
と

て
も
う
ま
い
ん
で
す
。
役
所
は
、
当
然
何
も
言
う
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
つ
く
る
時
も
、
低
層
部
を
つ
く
り
込
み
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

街
は
後
々
そ
こ
に
誰
か
が
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
余
地
を

残
す
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
点
を
島
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木　

ま
ず
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ど
う
作
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
話
で
い
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
饗
庭
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
、
個
々
の
所
有
者
さ
ん
が
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
決
め
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば

1
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
き
ま
し
た
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
不
動
産
屋
さ
ん
が
一
番
高
い
家
賃
で
出
し
て

く
れ
る
と
。
で
も
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
や
、
こ
の
ま
ち
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
居
場
所
が
で
き
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ら
、
不
動
産
屋
よ
り
ち
ょ
っ
と
家
賃
は
安
く

な
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
カ
フ
ェ
が
入
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
こ
う
い
う
一
人
一
人
の
意
思
決
定
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
影
響
し
て
く
る
と
い
う
の
が
、
1

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
単
純
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち

を
愛
し
て
、
そ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、
人
間
と
し
て

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

ほ
ん
と
う
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
関
心
が
な
い
と
か
っ
て
い
う
と
寂
し
い

で
す
ね
。
別
に
そ
れ
で
も
そ
う
い
う
人
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

頑
張
っ
て
好
き
な
ま
ち
を
探
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
価
値

島
原　

1
階
の
お
店
が
い
ろ
い
ろ
な
手
を
入
れ
や
す
い
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
余
白
が
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
く
り
込
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
は
大
田
区
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
品
川
区
か

メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

で
は
、
個
人
商
店
、
広
場
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

鈴
木
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

個
人
商
店
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
自
分
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
や
り
出
し
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
魅

力
的
な
商
店
が
多
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
る
ま
ち
で
も

意
外
と
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
商
店
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル

と
し
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
優
秀
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
駅
前
の
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
う
ち
の
店
が
こ
ん
な
に
み

ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
老
舗
で
駅
前
な
の
で
、本
人
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
意
外
と
み
ん
な
知
ら
な
か
っ

た
。

　

と
い
う
の
は
、
小
さ
な
和
菓
子
屋
さ
ん
だ
と
、
入
る
と
買
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、

人
っ
て
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ひ
と
た
び
外
に

出
て
く
れ
ば
、
実
演
販
売
と
か
も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
格

好
い
い
道
具
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
子
供
た

ち
は
す
ご
く
魅
了
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
お
店
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
地
域
の
個
人
商
店
も
実
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
人
た
ち
も
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
場
合

も
本
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
道
具
古
い
か
ら
嫌
だ
よ
と
か
言
っ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
せ
た
ら
み
ん
な
を
魅
了
す
る
。
そ

う
い
う
魅
力
と
い
う
の
が
個
人
商
店
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
場
に
つ
い
て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
こ
そ
ス
ポ
ン
ジ
化
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
大
き
な
広
場
を
つ
く
る
以
外
の
空
い
て
き
た
場
と
い
う
の

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
も
、
1
つ
の
方
法
論
だ
と
は
思
い

ま
す
。

島
原　

個
人
商
店
に
つ
い
て
言
え
ば
、
僕
も
個
人
商
店
応
援
派

で
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
全
て
の
個
人
商
店
が
生

き
残
る
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

個
人
商
店
の
中
に
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
製
造
小

売
的
な
お
店
は
あ
る
程
度
粗
利
益
は
あ
る
の
で
、
そ
の
店
で
し

か
つ
く
れ
な
い
商
品
を
売
っ
て
、
生
き
残
る
余
地
は
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
単
な
る
流
通
の
小
売
、

ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
品
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
き
て
店
頭
で

売
る
だ
け
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
個
人
商
店
は
ま
ず
間
違
い
な

く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
に
機
能
と
し
て
必
要
な
い
し
、

利
益
と
し
て
も
成
立
し
な
い
は
ず
な
の
で
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
お
店
を
ど
ん
ど
ん
、
製
造
小
売
的

な
お
店
だ
っ
た
り
、
飲
食
店
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ

エ
兼
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
場
で
し
か

成
立
し
得
な
い
、
か
つ
粗
利
益
率
の
高
い
よ
う
な
商
売
に
ど

ん
ど
ん
切
り
か
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
今
あ
る
個
人
商

店
を
全
て
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

で
す
か
ら
、
親
に
お
や
つ
を
あ
げ
て
い
い
で
す
か
と
確
認
し
て

か
ら
あ
げ
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
と
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
積
み
重
ね
は
も
し
か
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
か
も
と
、
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

島
原　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
基
本
的

に
皆
が
場
に
対
し
て
信
頼
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
こ

に
い
る
人
に
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
人
は
善
良
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
た
上
で
成
り
立
つ
行
為
で
す
ね
。

饗
庭　

は
い
。

島
原　

こ
れ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
と
い
う

か
。
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
ぼ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
と
取
引
す
る
場
所
で
す
か
ら
。
基
本
的

に
は
こ
い
つ
は
信
頼
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
中
で
買
い

物
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
都
市
の
信
頼
度
み
た
い
な
も
の
は

も
の
す
ご
く
重
要
で
、
饗
庭
さ
ん
の
お
菓
子
を
あ
げ
る
と
か
、

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ア
メ
ち
ゃ
ん
と
か
、
毒
が
入
っ
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
な
ん
て
、
思
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
（
笑
）。

饗
庭　

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
い

ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

島
原　

そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
い
い

状
態
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

実
は
そ
こ
っ
て
、
習
慣
と
か
い
う
話
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
は
都
市
に
お
い
て
か
な
り
大

事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
こ
の

間
、
家
族
で
台
湾
に
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん
、

子
供
に
対
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ア

メ
と
か
、
お
菓
子
と
か
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
く
れ
る
ん
で
す
。

　

私
、
子
供
2
人
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
台
湾
だ
っ
た
ら
3

人
産
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
親
切

だ
っ
た
ん
で
す
。
結
構
、
こ
う
い
う
、
人
が
子
供
を
産
む
か
、

産
ま
な
い
か
と
か
、
都
市
の
生
き
や
す
さ
、
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
こ
と
が
実
は
す
ご
く
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
を
ど
う
や
っ
て
支
え
て
い
く
か
、

プ
ラ
ス
し
て
い
く
か
み
た
い
な
話
に
も
実
は
つ
な
が
る
。
ア
メ

を
あ
げ
れ
ば
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
住
み
や
す

い
、
生
き
や
す
い
、
た
く
さ
ん
の
関
係
性
の
中
に
さ
ら
さ
れ
た

と
き
に
、そ
の
関
係
性
が
心
地
よ
い
と
思
え
る
関
係
性
で
あ
る
、

特
に
弱
者
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
だ
な
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
、
気
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
挨
拶
禁
止
に

し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
で
き
た
ん
で
す
。
管
理
組
合
の
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ

ん
が
、
う
ち
の
子
に
挨
拶
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
か
ら
、

う
ち
の
子
に
は
声
を
か
け
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
か
の
人
だ
っ
て
気
分
が
悪
い
か
ら
、

じ
ゃ
、
や
め
た
と
言
っ
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
挨
拶
禁
止
と

2122

り
変
わ
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。

ず
る
い
よ
う
で
恐
縮
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
く
ば
の
よ
う
な
広
い
道
路
で
歩
車
分

離
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
動
車
が
生
ま
れ
て
か
ら
出
て
き

た
発
想
な
ん
で
す
。
20
世
紀
の
最
初
の
こ
ろ
に
自
動
車
が
出
て

き
て
、
い
か
に
都
市
を
変
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
脈
の
中
か

ら
出
て
き
た
話
だ
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
と
い
う
も
の
が
社
会

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
都
市
、
経
済
、
社
会
、
全
て
に
お
け

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
、
1
0
0
年
前
は
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
む
し
ろ
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
は
必
要
な
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ん
か
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
か

ら
は
車
に
出
て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
方
向
に
今
な
り
つ
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
時
代
で
変
わ
っ
た

大
き
な
部
分
が
車
の
位
置
づ
け
な
ん
で
す
ね
。

　

今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く

Ａ
Ｉ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
、
実
験
的
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
も
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
あ
れ
っ
て

何
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
み
た
い
な
話
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
大

勢
の
人
々
が
生
身
で
生
き
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
や
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
都
市
の
条
件
で
す
か
ら
、
人
間
と

※
1　

高
山
案
／
1
9
6
2
年
に
公
表
さ
れ
た
「
吉
祥
寺
駅
前
地
区
改
造
計
画
案
」
で
、
武

蔵
野
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
東
京
大
学
・
高
山
英
華
教
授
の
研
究
室
が
作
成
に
当
た
っ
た
こ
と

か
ら
「
高
山
構
想
」
と
か
、「
高
山
案
」
と
呼
ば
れ
た
。
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
総
面
積
20
万
㎡
を

超
え
る
区
域
を
対
象
と
し
た
現
状
の
区
画
よ
り
大
規
模
な
計
画
で
、
街
区
を
大
き
く
ま
と
め
て

い
く
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
方
式
に
よ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

※
2　

オ
ス
マ
ン
（
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
＝
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
オ
ス
マ
ン
）
／
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
政

治
家
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
3
世
の
時
代
の
1
8
5
3
年
か
ら
17
年
間
パ
リ
を
管
轄
す
る
セ
ー
ヌ
県

知
事
の
地
位
に
あ
り
、
広
場
を
中
心
と
し
た
放
射
状
の
道
路
、
公
園
の
配
置
、
上
下
水
道
の
整

備
な
ど
現
在
の
パ
リ
市
街
の
原
型
と
な
っ
た
改
造
計
画
を
推
進
し
た
人
物
。

※
3　

ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
／
20
世
紀
の
都
市
計
画
思
想
を
転
換
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
、

1
9
1
6
年
生
ま
れ
の
米
国
人
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
都
市
研
究
家
・
市
民
活
動
家
。
代
表

作
の
『
ア
メ
リ
カ
大
都
市
の
死
と
生
』（
1
9
6
1
年
）
で
は
、
近
代
都
市
計
画
を
批
判
す
る

と
と
も
に
独
自
の
都
市
論
を
展
開
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
用
途
の
混
在
や
小
さ
な
街
区

な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
都
市
の
多
様
性
の
魅
力
を
訴
え
た
。

※
4　

ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
／
1
9
3
6
年
生
ま
れ
。
デ
ン
マ
ー
ク
出
身
の
建
築
家
、
都
市
計
画
家
。

「
街
の
主
役
は
人
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
自
動
車
中
心
か
ら
歩
行
者
中
心
の
都
市
計

画
へ
の
転
換
を
打
ち
出
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
「
生
き
生
き
し
た
、
安
全
で
、
持
続

可
能
で
、
健
康
的
な
街
の
実
現
」
に
向
け
て
、
実
践
に
裏
づ
け
ら
れ
た
公
共
空
間
デ
ザ
イ
ン
論

を
展
開
。

開
催
趣
旨

　

私
た
ち
は
、
吉
祥
寺
は
住
み
や
す
く
て
、
良
い
街
だ
と
心
の
底
か
ら

思
っ
て
い
る
。
街
を
見
渡
せ
ば
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
飲
食
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
り
、
緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

豊
か
な
暮
ら
し
の
生
活
シ
ー
ン
と
、
そ
れ
ら
を
求
め
る
多
様
な
人
々
で

溢
れ
て
い
る
。
こ
の
生
き
生
き
と
し
た
街
の
様
子
を
切
り
取
れ
ば
、
他

の
街
が
羨
む
生
活
・
人
生
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
吉
祥
寺
が
吉
祥
寺
で
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
謂
れ
の
な
い
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
吉
祥
寺
の
強
み
や
弱
み
を
分
析
し
、
他
の
街
の
事
例

の
検
討
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
議
論
は
堂
々
巡
り
に
終
始
し
て
き
た
。

　

技
術
革
新
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
が
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
私
た
ち
の
働
き
方
や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
激
変
し
続
け
る
中
で
、
将

来
の
街
の
姿
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
都
市
再
開
発
が
そ
の
ま
ま
モ
デ
ル
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。
私

た
ち
は
、人
を
引
き
寄
せ
る
都
市
の
本
質
と
は
何
な
の
か
に
、立
ち
返
っ

て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

人
生
の
豊
か
さ
と
都
市
の
魅
力
は
直
結
し
て
い
る
。
改
め
て
、
私
た

ち
が
「
都
市
に
何
を
望
む
の
か
」
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
。
こ
こ
で
語
り
合
っ
た
こ
と
が
、
都
市
（
街
）
に
関
わ
る
者
に
と
っ

て
の
気
づ
き
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

一
般
財
団
法
人
武
蔵
野
市
開
発
公
社

超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

日
本
中
が
再
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
ど
ん
ど
ん
均
質
化
し
て

い
る
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
し
た
。
小
さ
い
木
造
が
密
集
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
が
全
部
一
掃
さ
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
は
日
本
社
会
が
都
市
の
魅

力
を
ど
う
や
っ
て
測
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
洋
経
済
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
7
年
連
続
第
1
位
の
ま
ち

が
、
千
葉
県
の
印
西
市
な
ん
で
す
。
印
西
市
と
い
う
の
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
街
で
す
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
か
な
り
取
り
上

げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

決
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
公
的
な
統
計
を
使
い
ま
し
て
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
か
、

大
型
商
業
店
舗
の
面
積
が
人
口
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と

か
、
世
帯
当
た
り
新
築
の
住
宅
着
工
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
建
物
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
が

い
い
ま
ち
な
ん
だ
、
住
み
よ
い
街
な
ん
だ
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
何
も
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
駅
を
つ
く
っ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
の
周
り
に
分
譲
住
宅
地
を
ド
ン
と
提
供
す
れ
ば
ラ

ン
キ
ン
グ
は
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

人
口
が
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
と
き
に
、
こ
う

い
う
ま
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
で
き
上
が
っ
た

ま
ち
が
ほ
ん
と
う
に
我
々
の
住
み
よ
さ
と
い
う
実
感
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
有
名
な
の
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
毎
年
出
し
て
い
る

「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ず
っ
と
吉
祥
寺
が
不
動

の
1
位
だ
っ
た
の
が
2
位
に
落
ち
ま
し
て
、
2
位
だ
っ
た
横
浜

に
抜
か
れ
た
。
ど
う
し
て
抜
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
調
査
の
方

法
を
変
え
て
、
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計
を
す
る
と
横
浜

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

別
に
吉
祥
寺
の
魅
力
が
落
ち
て
2
位
に
な
っ
た
と
か
、
横
浜
が

す
ご
く
頑
張
っ
て
1
位
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
調
査
主
体
の

い
う
ふ
う
に
し
て
、
も
う
一
回
白
紙
に
戻
し
て
や
る
と
い
う
や

り
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
そ
れ
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
日
本
人

に
あ
る
と
思
え
な
い
の
で
起
こ
ら
な
い
と
。

　

そ
こ
で
、
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
い
か
に
賢
く

交
換
し
て
い
く
か
、
い
か
に
賢
く
分
け
て
い
く
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
隈
さ
ん
の
失
敗
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
小
さ

く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
は
小
さ
い
失
敗
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
れ
が
逆
に
魅
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

土
地
が
細
か
く
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
都
市
に
お
い
て
は
交
換
と

分
配
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
他
人
と
交
換
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
い
交

換
を
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰

か
に
分
け
与
え
る
と
き
に
、
い
か
に
い
い
や
り
方
で
行
っ
て
い

く
か
、
そ
の
交
換
と
分
配
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
人

一
人
が
い
い
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
集
積
し
た
も
の
が

い
い
都
市
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隈　

そ
の
交
換
、
分
配
が
、
や
っ
ぱ
り
時
代
と
と
も
に
、
逆
に

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
先
ほ
ど
の
分
割
の
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
み
た
い
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
割

れ
て
い
っ
て
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
か
な
。

饗
庭　

は
い
。

隈　

そ
う
す
る
と
、
さ
っ
き
実
は
み
ん
な
で
お
昼
を
食
べ
な
が

ら
話
し
て
い
た
話
で
、
も
と
も
と
こ
の
吉
祥
寺
は
高
山
案
（
※

1
）
で
描
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

と
め
る
絵
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
く
て
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
細
か
い
区
割
り
が
残
っ
た
と
。
結
果
と
し
て
、

そ
れ
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
ハ
モ

隈　

や
っ
ぱ
り
ス
ケ
ー
ル
、
僕
は
小
さ
さ
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
さ

の
ス
ケ
ー
ル
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
ま
ち
を
つ
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ま
ち
で
、
今

ア
メ
リ
カ
で
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
て
、
住
み
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ん
で
す
。
吉
祥
寺
は
日
本
で
や
る
と
、
い
つ
も
一

番
に
な
る
ん
で
し
た
っ
け
。

饗
庭　

最
近
、
1
番
の
座
を
落
ち
た
と
い
う
う
わ
さ
を
。
で
も

大
体
ト
ッ
プ
5
に
は
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

隈　

で
す
ね
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
は
常

時
ト
ッ
プ
の
ま
ち
な
ん
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
間
が
、
ど

う
し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
人
気
が
あ
る
か
、
そ
れ
な
り
の
分

析
を
し
て
い
て
、
1
つ
は
、
街
区
割
り
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
平
均
40
メ
ー
タ
ー
ぐ

ら
い
の
街
区
割
り
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裏
通
り
は
い
ろ
い
ろ

違
う
け
れ
ど
も
、
60
メ
ー
タ
ー
か
ら
80
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
な
ん

で
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
1
0
0
メ
ー
タ
ー
。
一

番
切
り
が
い
い
か
ら
1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
い
っ
て
、

1
0
0
メ
ー
タ
ー
に
し
た
と
。

　

そ
う
や
っ
て
見
る
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
40
メ
ー
タ
ー
。
40
メ
ー

タ
ー
歩
け
ば
、
す
ぐ
小
さ
い
道
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ

が
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
の
理
由
だ
と
か
。
あ
と
、
よ
く
言
う
の

は
、
そ
も
そ
も
す
ご
く
寛
容
性
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
な

ん
か
は
す
ご
く
住
み
や
す
い
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
そ
う
い
う
の

に
す
ご
く
厳
し
い
ま
ち
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

そ
う
い
う
の
に
す
ご
く
寛
容
で
、
住
み
や
す
い
。

　

行
っ
て
見
る
と
、
実
際
僕
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
い
う

関
係
の
人
は
多
か
っ
た
し
、
と
て
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
そ
れ

が
小
さ
い
40
メ
ー
タ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
し
て
い
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
、
小
さ
く
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
テ
ロ
の
話
で
い
う
と
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

テ
ィ
ー
が
腐
る
と
い
う
か
、
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
る
手
が
な
い
と
か
、
そ
こ
の
中
で
経

済
が
完
結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
外
に
出
て
い
け
な
い
。
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
な
ん
か
を
聞
く
と
、
ア
ラ
ブ
系
の
テ
イ
ス
ト

が
ま
ざ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ん
か
が
出
て
き
て
い
て
、
成

功
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
が
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

隈　

そ
う
で
す
ね
。
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
も
そ
う
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
日
本
と
は
違
う
都
市
を
訪
れ
た
時
の
方
が
、
わ
り

と
都
市
の
構
造
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
僕
は
パ
リ
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
と
き
ど
き
行
く
か
ら
、

パ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
考
え
て
い
て
、
み
え
て
き
た
こ
と

が
も
う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
」、
都
市
の
中
に
あ
る
軽
工
業
地
帯
な
ん
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
軽
い
工
業
地
帯
。

隈　

軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
都
市
の
中
だ
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
20
世
紀
の
場
合
は
軽
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
空
気
も
汚
い

し
、
う
る
さ
い
し
、
安
い
場
所
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
軽
工
業
が

さ
ら
に
外
に
出
て
い
っ
た
り
と
か
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

場
所
と
い
う
の
は
す
ご
く
魅
力
的
な
場
所
に
な
る
。

　

た
だ
安
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
昔
の
工
場
に
使
っ
て
い
た
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
余
地
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
は
逆
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
、

さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
質
問
で
、
こ
の
辺
で
ラ
イ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
、
軽
工
業
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、

　

で
も
、
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
シ
ド
ニ
ー
の
市
が
率
先
し

て
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
は
、
す
ご
い
や
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
行
政
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
で

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
役
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
し
た
。
女
性
の
人
が
行
政
に
多
い
。
都

市
計
画
系
は
特
に
多
い
の
か
な
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
す
ご
く
切

実
な
問
題
、
保
育
園
の
問
題
と
か
、
何
か
捉
え
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
と
お
一
方
、
お
願
い
し

ま
す
。

Ｂ
氏　

私
は
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半

で
ス
ト
リ
ー
ト
み
た
い
な
話
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
み
た
い
な
も
の
は

ス
ト
リ
ー
ト
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ス
ト
リ
ー
ト
的
な
も
の
と
準
工
的
な
も
の
と
の
出
会
い
の
と

こ
ろ
に
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隈　

そ
う
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
、
準
工
業
的
な
も
の

の
産
業
遺
産
の
も
の
で
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン

な
ん
て
い
う
の
は
、
ま
さ
に
工
業
的
な
遺
産
の
も
の
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
も
あ
る
か
ら
、
20
メ
ー

タ
ー
な
ん
か
絶
対
人
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
の
上
を
人
間
が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
。

　

あ
れ
が
新
し
い
構
造
物
だ
っ
た
ら
多
分
失
敗
し
た
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
結
構
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
貨
物
線
だ
っ
た
か
ら
、
建
物
が
高

く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
に
な
っ
て
い
て
う
ま
く
行
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
工
業

地
と
か
、
準
工
業
地
の
中
に
ど
ん
ど
ん
起
こ
り
得
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

　

だ
か
ら
、
立
川
の
と
こ
ろ
な
ん
か
も
、
わ
り
と
キ
ッ
チ
ュ
な

建
物
と
か
、
き
れ
い
に
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
ね
。

饗
庭　

駅
の
北
側
で
す
か
、
あ
あ
。

隈　

何
か
、す
ご
く
き
れ
い
な
ま
ち
に
、典
型
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ま
ち
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
、
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
、
前
は
あ
っ
た
ん
だ
っ
け
。

饗
庭　

基
地
の
跡
地
と
い
う
か
、
広
大
な
土
地
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

隈　

何
か
、
工
業
遺
産
や
産
業
遺
産
的
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
、

そ
れ
を
起
点
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
接
点
と
し

て
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
き
な
が
ら
意
外
な
も
の
に
出
会
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
す
ご
く
価
値
に
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
歩
け
る

道
を
作
っ
て
通
し
て
み
る
み
た
い
な
こ
と
も
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
お
約
束
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
も
お
話
を
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
第
1
部
の
対
談
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

都
合
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
「
住
み
た
い
街
」
を
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る

か
と
い
う
と
、
単
な
る
人
気
投
票
で
す
。
あ
な
た
が
住
み
た
い

街
は
ど
こ
で
す
か
、
3
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
す

か
ら
、
タ
レ
ン
ト
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
で
捉
え

て
い
た
だ
く
分
に
は
全
然
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
街
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
わ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

「
動
詞
」
で
経
験
値
を
は
か
る

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
提
案
し
て
い
る
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ

テ
ィ
と
い
う
の
は
経
験
値
で
は
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
都
市

の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て
は
か
ろ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
ま

ち
、
何
か
い
い
よ
ね
、
感
じ
い
い
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
感
覚
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
感
覚
的
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て

は
か
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
何
々
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
を
積
み
上
げ
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
気
持

饗
庭　

こ
れ
は
都
市
計
画
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

が
、
用
途
地
域
が
商
業
地
域
と
か
、
住
居
地
域
と
か
13
の
区
域

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
準
工
業
地
域
と
工
業
地
域
と
い

う
と
こ
ろ
に
だ
け
ロ
ー
ス
タ
ー
の
機
械
が
置
け
た
と
い
う
話
で

す
。

　

今
、
特
に
東
京
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
現
象
は
、

準
工
業
地
域
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

全
部
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
都
市
と
い
う
の
は
多

様
で
あ
る
べ
き
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と
お
も
し
ろ
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
が
住
宅
に
な
る
と
い
う
の

は
、
特
に
平
成
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
逆
に
、
準
工
業
地
域
っ
て
何
が
建
つ
の
か
と
考
え

る
と
、
様
々
な
建
築
物
が
建
つ
ん
で
す
。
住
宅
だ
ろ
う
が
、
商

業
だ
ろ
う
が
、
多
分
ピ
ン
ク
っ
ぽ
い
店
も
建
つ
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
ほ
ん
と
う
に
何
で
も
飲
み
込
む
よ
う
な
面
白
い
場
所
な
ん

で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
を
つ
く
る
と

土
地
が
売
れ
て
楽
な
の
で
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　

日
本
の
都
市
計
画
は
住
宅
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
を
工
場
か

ら
離
そ
う
と
か
、
住
宅
を
お
店
か
ら
離
そ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
準
工
業
地
帯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
く
れ
ち
ゃ
う
中
で
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
が

増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
み
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
都
市
の
中
の
工
業
地
域
と
か
、
準
工
業
地
域
と
い
う
の
は

す
ご
く
貴
重
に
な
る
な
と
私
は
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
話
も
、
用
途
地
域
を
考
え

た
の
は
1
9
1
9
年
で
1
0
0
年
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
時
に
は
1
0
0
年
後
に
こ
ん
な
に
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
巨
大
な
焙
煎
機
を
管
理
す
る
こ
と
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
な
の
で
、
当
時
考
え
た
こ
と
の
な
い
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
場
と
か
、
変
わ
っ
た
施

設
が
で
き
て
い
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
そ
う
い
う
と
き
に
見
た

こ
と
も
な
い
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
都
市
が
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
吉
祥
寺
に
も
あ
ん
な
カ

フ
ェ
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と
皆
さ
ん
思
い
ま
し
た
よ
ね
？
そ
れ

を
置
け
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
中
目
黒
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
ま
ち
の
中
に
そ
う
い
う
余
地
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
大
事
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

郊
外
都
市
の
こ
れ
か
ら

饗
庭　

期
せ
ず
し
て
東
京
の
西
側
の
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、郊
外
の
都
市
と
い
う
ふ
う
に
、都
心
が
あ
っ
て
、郊
外
が
あ
っ

て
、
こ
の
あ
た
り
は
郊
外
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

郊
外
都
市
の
行
く
末
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、

　

今
は
、O

+A
rchitecture

と
い
う
自
分
の
事
務
所
を
主
催

し
て
、
建
築
の
意
匠
設
計
や
、
公
共
空
間
の
活
用
を
行
政
や
企

業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
り
、
親
子
の
居
場
所
と
い
う
こ

と
な
ど
を
専
門
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
空
間
が
使
わ
れ
、

愛
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
1
つ
の
職

能
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
空
間
を
つ
く
る
と
き
に
、
場
所
の
あ
り
方
、
目
指
す

べ
き
姿
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
に
、
実
際
に
ど

う
や
っ
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、
私
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
規
模
建
築
を
つ
く
っ
て
き
た
人
間
と
い
う
の
は
、
い
い

も
の
を
つ
く
れ
ば
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
い
い
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
が
最
善
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に

そ
う
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
も
、
使
っ
て
く
れ
る
の
は
、
使
い

こ
な
し
が
う
ま
い
人
間
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
活
用
、
使
わ
れ
方
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
用
の
中
の
1
つ
の
手
法
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
建
築
家
と
し
て
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な

建
物
は
横
浜
の
大
さ
ん
橋
で
す
。
な
ぜ
こ
こ
が
好
き
か
と
い
う

と
、
こ
こ
に
い
る
人
は
み
ん
な
す
ご
く
幸
せ
そ
う
な
ん
で
す
。

一
人
で
散
歩
を
し
た
り
、
デ
ー
ト
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
休

憩
を
し
た
り
、
す
ご
く
自
由
な
空
間
、
そ
し
て
横
浜
ら
し
い
空

間
を
つ
く
っ
て
い
て
、
こ
の
建
築
を
見
な
が
ら
、
建
築
っ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
大
学
時

代
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
さ
ん
橋
を
手
が
け
た
設
計
事
務
所
がForeign 
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と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
設
計
事
務
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
ご

く
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
ボ
ス
の
方
針
で
、
わ
り
と
若
い
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
建
築
家
と
し
て
は
ほ
ん
と

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
設
計
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
は
、
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
イ
シ

ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
止
ま
り
ま
し
た
。
私
が
何

度
も
徹
夜
を
し
て
い
た
、
3
年
間
か
け
て
育
て
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
さ
り
止
ま
り
ま
し
た
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、

建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
設
技
術
が
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
な
途
上
国

で
高
層
ビ
ル
の
設
計
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
お
金
持
ち
が
住
む
高
層
ビ
ル
を
建
て

な
と
僕
は
思
っ
て
、
そ
の
項
目
を
入
れ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
僕
の
話
と
親
和
性
が
高
い
内
容
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

鈴
木　

私
も
そ
れ
は
強
く
思
っ
て
い
て
、
商
い
と
い
う
こ
と
が

都
市
に
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
の
は
、
関
係
性
と
匿
名
性
の
両

方
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
話
は
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
名
前
は

言
わ
な
く
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
。
島
原
さ
ん
の
本
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
屋
で
の
関
係
性
と
い
う
の
は
名

刺
じ
ゃ
な
く
、
名
前
も
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仲
良
し
み
た
い

な
。
匿
名
性
が
あ
り
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
、
自
分
で
選
択
し
て
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
出
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
み
た
い
な
可
能
性
と
い
う
の
は
、
商
い
と
い
う
理
由
が

あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
話
に
な
っ
て
き
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
後
半
の
課
題
も
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

　

今
日
、
何
で
こ
の
3
人
な
ん
だ
ろ
う
な
と
、
見
て
い
て
思
わ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
司
会
な
の
で
、
何
で
こ
の
2
人
な

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に

立
ち
位
置
が
違
う
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
評
価
す
る

人
と
つ
く
る
人
で
す
ね
。
す
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
島
原
さ
ん

は
と
に
か
く
都
市
を
評
価
す
る
す
べ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
逆
に
、

最
初
は
ド
バ
イ
か
何
か
の
物
す
ご
い
建
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
立
場
の
人
た

ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
2
つ
の
立
ち
位
置
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
2

つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
原
さ
ん
寄
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
い
主
題
、
先
ほ
ど

の
隈
先
生
と
の
話
と
も
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、「
都
市
が
都
市
で
あ
り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
れ

ば
い
い
か
」。
都
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
ど
う
あ
り

続
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
謎
々
み
た
い
な
質

問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
都
市
と
は

何
か
、
そ
れ
を
ど
う
続
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
最
初
に
話
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
、
そ
れ
は
果
た
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
の
が
都
市
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

じ
ゃ
、
そ
れ
を
つ
く
れ
る
の
か
。
鈴
木
さ
ん
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
つ
く
れ
る
と
力
強
く
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
ほ
ん
と
う
か
な
と
い
う
気
も
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
の
で
、
ほ

ん
と
う
に
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
漂
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
と
い
う

の
を
、
や
や
批
判
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ま
ち
の
ほ
う
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
は
思
い
ま
す
。

饗
庭　

切
実
さ
み
た
い
な
も
の
が
な
い
と
い
う
か
、
ま
ち
に
こ

れ
が
な
い
と
困
る
み
た
い
な
の
が
だ
い
ぶ
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
今
日
の
話
を
聞
き

な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
新
陳
代
謝

が
起
き
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
島
原
さ
ん
が
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
お
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
抜

け
て
、
ま
た
新
し
い
店
が
入
る
と
い
う
の
は
新
陳
代
謝
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
お
店
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
新

陳
代
謝
で
は
な
く
、
都
市
計
画
で
は
ス
プ
ロ
ー
ル
と
言
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
浸
食
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
は
、
下
手
す
る
と
焼
き
畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
実
は
あ
っ
て
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
中
心
部
に
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
地
方
都
市
と
か
、
あ
る
い
は
一
時

期
の
東
京
、
2
0
0
0
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
東
京
と
い
う
の
は
、

人
口
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
て
、
商
業
の
中
心
と
暮
し

の
中
心
が
ど
ん
ど
ん
外
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
豊
か
な

暮
し
を
し
た
い
か
ら
、
先
ほ
ど
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

外
へ
外
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
ら
、
中
心

部
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
ん

で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
少
し
見
た
ほ

う
が
、
危
機
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
、
今

お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原　

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
方
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル

と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
車
と
の
セ
ッ
ト
。
車
社
会
で
、
郊
外

に
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い
て
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
で
き
て
い
て
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
ド
ン
と
す
ご
く
集

客
力
の
高
い
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
郊
外
に
配
置
さ
れ
て
、
中

心
地
を
ス
カ
ス
カ
に
す
る
形
で
分
散
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉
祥
寺
の
場
合
は
中
心
は
中
心
と

し
て
強
い
ま
ま
、
し
み
出
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
ま
す
。

　

車
で
吉
祥
寺
の
外
に
行
こ
う
ぜ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い

の
で
、
要
す
る
に
歩
い
て
い
て
店
が
途
切
れ
な
い
な
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
こ
の
前
歩
い
た
と
き
に
。
な
の
で
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
車
に
む
し
ろ

乗
れ
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
、
逆
に
そ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
の
匿
名
性
と
関
係
性

　

鈴
木
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
匿
名
性
、
飲
み
屋

で
の
匿
名
性
で
し
た
っ
け
。
島
原
さ
ん
の
話
を
鈴
木
さ
ん
が
引

用
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
い
飲
み
屋

さ
ん
に
行
く
と
、
一
人
で
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
も
隣
の
人
と
自
然

に
会
話
が
生
ま
れ
る
。
島
原
さ
ん
、
き
れ
い
な
女
性
と
盛
り
上

が
っ
た
と
い
う
話
を
、た
し
か
し
て
い
ら
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）。

な
っ
た
。
非
常
に
お
か
し
な
話
、
話
の
短
絡
さ
が
す
ご
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。都
市
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
。

饗
庭　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子
供
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
話
に
戻
す
と
、
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
を
す
る
の
は
勇
気
が
要

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
間
に
子
供
が
い
る
と
挨
拶
し
や
す
く
な

る
み
た
い
な
の
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
じ
で
、
間
に
物
が

あ
っ
て
値
札
が
書
い
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
例
え
ば

こ
の
イ
チ
ゴ
は
い
く
ら
み
た
い
な
会
話
を
す
る
と
。
こ
ち
ら
に

理
由
が
あ
る
か
ら
会
話
を
す
る
、
向
こ
う
も
理
由
が
あ
る
か
ら

会
話
を
す
る
と
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
間
に
、
子
供
に
せ
よ
、

イ
チ
ゴ
の
値
段
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
う
の
が
、
都
市
の
関
係
性
を
つ
く
る
の
に
役
立
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木　

例
え
ば
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
男
性
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
た
め
に
町
内
会
活
動
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
出
て
き
た
と
し
て
も
、
関
係
性
が
つ

く
り
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、毎
週
、土
曜
日
の
朝
、

パ
ン
を
売
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ン
を
買
い
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ

た
ら
、
買
い
に
行
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
だ
ん
だ
ん
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
が
だ
ん
だ
ん
安
否
確
認
の
場
に
な
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
商
い
だ
っ
た
り
、
理
由
づ
け
を
し
て
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
動
け
る
と
い
う
1
つ
の
媒
介
の
装
置
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　

人
間
と
し
て
心
地
よ
い
み
た
い
な
。
会
話
も
そ
も
そ
も

喜
び
だ
と
思
い
ま
す
の
で
。

饗
庭　

え
え
、
た
だ
、
今
ど
き
の
買
い
物
は
会
話
が
全
く
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

島
原　

そ
れ
っ
て
多
分
両
方
必
要
で
す
よ
ね
。
無
人
レ
ジ
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
ピ
ピ
っ
と
や
れ
る
の
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
つ
ま

ら
な
い
し
、
キ
オ
ス
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
と
買
い
物
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
不
便
な
と
き
も
あ
る
し
、
両
方
欲
し
い
な
と
僕
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

鈴
木　

最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
と
10
年
ぐ

ら
い
し
た
ら
、
全
部
ネ
ッ
ト
で
買
う
か
、
全
部
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
、

ど
っ
ち
か
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

饗
庭　

間
が
な
い
と
。

鈴
木　

間
が
な
く
な
る
。
中
間
が
一
番
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

ど
っ
ち
か
に
み
ん
な
好
み
が
振
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
島
原
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
利
便
性
の
よ
い

ほ
う
、
自
分
の
心
地
よ
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
何
か
真
ん
中
の
も

の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
全
部
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

饗
庭　

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
題
は
「
都
市
が
都
市
で
あ
り

続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
間
に
何
か
値
段
を
つ
け

ク
ト
の
選
手
村
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
絵
と
か
を
見
せ
ら

れ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
よ
と
か
思
っ
た
り
し
た
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
次
の
大
阪
万
博
の
絵
が
ま
た
す
ご

い
で
す
。
こ
ん
な
の
ほ
ん
と
う
に
つ
く
る
の
み
た
い
な
。
昭
和

に
描
い
た
21
世
紀
み
た
い
な
絵
が
い
ま
だ
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
、
僕
は
す
ご
く
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
ぴ
し
っ
と
し
た
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
は
も
う
す
ご
く
飽
き
て
い

て
、
違
う
道
を
探
し
た
い
な
と
。
ア
マ
ゾ
ン
と
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
世
界
は

な
っ
て
い
く
の
か
。
私
は
真
ん
中
辺
が
欲
し
い
ん
で
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
多
分
吉
祥
寺
の
将
来
か
も
し
れ
な
い
、
無
理
や

り
持
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
要
は
、
吉
祥
寺
は
す
ご
く
小

さ
い
土
地
に
別
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
み
た
い
な
、
要
は
再
開
発
み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
土
地

の
値
段
も
高
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
、
お
そ
ら
く
も
う
こ
れ
か
ら

で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
土
地
で
つ
く
っ
た
状
態
の
未
来
の
都
市
像
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
ど
う
し
て
も
建
物
を
い
じ
ら
ず
に
、
路
面
を
う
ま
く
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
建
物
の
部
分
は

あ
ま
り
さ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

建
物
部
分
を
さ
わ
る
と
な
る
と
、
今
は
再
開
発
と
い
う
か
、

巨
大
な
も
の
し
か
選
択
肢
が
な
い
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
第
3
の
道
、
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
と
言

い
つ
つ
、
ほ
か
に
答
え
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
で
す
か
。

鈴
木　

先
ほ
ど
の
対
談
で
話
題
が
出
た
シ
ド
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
か
は
、
再
開
発
の
中
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
素
を
取
り

込
ん
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
や
や
し
て
み
た
と
い
う
よ
う
な
試

み
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
と
第
3
の
道
と
は
違
う
と
は
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

島
原　

僕
は
こ
う
い
う
立
場
で
こ
う
い
う
物
言
い
を
し
て
い
る

と
、
再
開
発
は
全
部
だ
め
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
。
例
え
ば
よ
く
あ
り

が
ち
な
の
は
、
今
そ
の
予
定
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
を
潰
し
て
、
そ
こ
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
て
て
、
商
業
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
パ
タ
ー
ン

な
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
の
が
あ
っ
た
の
を
潰
し
て
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
足
元
の
商
業
で
困
っ
て
い
る
。

　

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
残
し
て
違
う
と
こ
ろ
に
建
て
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
残
し
方
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
菱
地
所
あ
た
り
が
や
っ
た

手
法
は
、
あ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
空
中
権

で
容
積
を
移
転
し
て
い
い
の
か
と
い
う
ぐ
ら
い
場
所
を
動
か
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
結
果
的
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
や
り
方
と
か
、
今
の
法
律
の
中
で
も
や
り

方
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
超
高
層
マ

だ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

島
原　

こ
こ
は
吉
祥
寺
な
の
で
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
吉

祥
寺
は
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
て
、
人
口
も
増
え
て
い
て
ほ
ん

と
う
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
街
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

例
え
ば
地
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
1
つ
、
す
ご
く
価
値

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が
認
め
て
い
る
か
ら
だ
と
は
思

う
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
隈
さ
ん
が
ア
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
と

い
う
概
念
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
新
し
い
挑
戦
者
が

ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
は
欧
米
だ
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
急
速
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
結
局
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
。
吉
祥
寺
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、

お
も
し
ろ
い
人
た
ち
が
逃
げ
て
い
く
と
、
他
所
の
お
も
し
ろ
い

人
た
ち
も
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

　

吉
祥
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
ん
な
に
盤
石
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
大
事

で
、
そ
う
い
う
人
に
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
や
す
い
余
白
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
吉
祥
寺
だ
け
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
都
市
に
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
安
い
家
賃
の
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
、
女
性
も
含

め
て
弱
者
が
い
ら
れ
る
場
所
も
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
と
、
外
国
人
に
対
し
て
も
心
地

よ
い
と
こ
ろ
が
大
事
で
と
い
う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
開

か
れ
て
い
る
状
態
が
す
ご
く
都
市
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
が
都
市
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

い
う
の
は
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
し
た
中
で
、
少
し
横
か
ら
み
る
と
、
弱
い
と
こ
ろ

も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
。

　

吉
祥
寺
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
を
狙
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
弱
い
と
こ

ろ
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
強
み
に
変
え
る
の
か
と
い
っ
た

地
元
の
方
々
の
議
論
に
、
本
日
の
私
た
ち
の
話
を
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
で
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拙
い
司
会
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

ま
す
。
40
年
前
に
鹿
島
が
開
発
し
た
3
3
0
0
戸
の
分
譲
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
私
も
す
ご
く
楽
し
い
ん
で
す
よ
。
住

む
ま
で
は
学
ん
で
き
た
通
り
、
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
、
新
陳
代

謝
が
な
い
、
夜
は
人
の
目
が
な
く
て
危
な
い
、
だ
め
、
み
た

い
な
感
じ
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
主
人
は
そ
こ

の
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
主
人
も
、
主
人
の
友
達
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
愛
着
が
非
常
に
あ

る
と
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
も
ん
だ
と
思
っ
て
住
ん
で
み
た
ら
、

計
画
さ
れ
た
ま
ち
の
心
地
良
さ
が
あ
る
。
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
駅
ま
で
歩
車
分
離
で
行
け
る
し
、
緑
も
た
く
さ
ん

あ
る
し
、
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
選
択

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
選
択
す
る
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
車
が
結
局

社
会
を
大
き
く
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
と
い
う
話
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
、
実
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
文
脈
で
も
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
日
本
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
。
街
路
市
と
言
わ
れ
て
、
街
路
で
や
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戦
後
、
闇
市
の
広
が
り

を
受
け
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
露
店
撤
廃
令
を
制
定
し
て
、
そ
の
と
き

に
1
9
6
0
年
代
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
も
あ
っ

て
、
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
て
、
道
路
が
交
通
の
た
め
の
空

間
と
定
義
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
街
路
市
が
警
察
に
よ
り
規
制
が
か
か
り
市
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
車
の
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

目
黒
区
の
境
目
が
い
い
よ
ね
と
、
僕
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
学
芸
大
学
も
す
ご
く
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
し
。

　

絶
対
地
雷
を
踏
む
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
飲
ん
で

い
る
か
ら
い
い
か
（
笑
）。
僕
は
東
急
電
鉄
の
人
に
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
、
東
急
沿
線
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
い

か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
。
僕
は
東
急
沿
線
で
い
い
ま
ち
と

い
う
の
は
、
東
急
電
鉄
が
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
と
答
え
ま
し
た
。
学
芸
大
学
に
し
て
も
そ
う

だ
し
、
自
由
が
丘
に
し
て
も
そ
う
だ
し
、
大
井
町
線
も
そ
う
だ

し
。
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

つ
く
り
込
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
形
態
の
こ
と
、
箱
の

形
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
ル
ー
ル
、
こ
う
い
う

状
態
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
余
白
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
賃
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

家
賃
さ
え
安
け
れ
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
、
た
だ
、
路
面
の

店
舗
で
一
番
家
賃
が
高
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
さ
っ
き
も
鈴
木

さ
ん
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ナ
ー
が
一
番
高
く

稼
ぐ
と
こ
ろ
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
、

そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
す
ご
く
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
か
、
さ
す
が
に
や
ば
い
店
と
か
は
入
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

だ
ら
け
に
な
る
商
店
街
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
の
家
賃
を
安
く
押
さ
え
込
む
こ
と
は
無
理
な
ん
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
家
賃
が
安
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
余
白

と
い
う
も
の
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
そ
こ
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ

ら
け
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
店
だ
ら
け
に
し
な
い
で
、
街
を
面
白
く

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
の

は
、さ
っ
き
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
な
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
機
能
す
る
話
か
な
と
思
い

ま
す
。

個
人
商
店
と
広
場

Ｂ
氏　

日
野
市
か
ら
参
り
ま
し
た
。
元
建
築
家
で
す
。
77
歳
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
学
生
の
こ
ろ
は
都
市
に
広
場
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
1
つ
の
流
行
と
い
う
か
、
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
必
ず
し
も

広
場
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
場
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
空
間
と
い
う
の
が
散
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
公
園
の
一
角
で
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た

ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
に
も
な
る
し
。
た
だ
、
個
人
商

店
と
い
う
の
は
日
野
市
で
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。
個
人
商
店
救

済
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
存
在
価
値
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
認
め
て
い
く
の
か
。
僕
は
応
援
団
の
一
人
で
す
け
れ
ど

も
、
都
市
に
お
け
る
広
場
と
い
う
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
、
個
人
商
店
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ

し
た
ほ
う
が
、
住
み
や
す
い
建
築
や
都
市
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。

饗
庭　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
失
敗
を
重
ね
た

都
市
ほ
ど
偉
大
な
都
市
だ
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
答
え
は
1
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
も

失
敗
し
た
都
市
と
い
う
か
、
偉
大
な
都
市
と
い
う
の
は
、
何
か

お
勧
め
は
世
界
都
市
の
中
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

隈　

例
え
ば
よ
く
言
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
な
ん
て
い
う
の
は
、
都
市
計
画
の
失
敗
の
象
徴
だ
、
み
た
い

な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
計
画
し

て
夢
の
新
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
全
然

人
間
が
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ

う
い
う
意
味
で
の
都
市
計
画
的
失
敗
の
象
徴
と
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
ね
。
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
人
間
が

住
め
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

饗
庭　

あ
あ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

隈　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
っ
て
そ
ん
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
行
っ

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ち
、
住
め
る
な
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
失
敗
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
が
住
み
こ
な
し
て
、
あ
る
種
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
感
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
す
ご
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
を
人
間
と
い

う
の
は
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
力
を
う
ま
く
生
か

せ
る
か
で
、
都
市
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。

饗
庭　

な
る
ほ
ど
。
次
に
、
私
の
「
都
市
と
は
、
豊
か
な
生
活

を
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
の
集
合
体
だ
」
と
い
う

考
え
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
都
市
と
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
た
ん
だ
ろ
う
と

い
う
の
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
市
の
最
初
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
後
段
で
鈴
木
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
農
村
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
交
換
す
る
場
所
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
最
初
は
週
に
1
日
と
か
、
月
に
1
日
と
か
だ
っ
た
の

が
、
だ
ん
だ
ん
毎
日
に
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
交
換

す
る
専
門
職
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
き
て
、
そ
れ
で
都
市
が

で
き
て
き
た
と
、
歴
史
的
に
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　

つ
ま
り
は
、
農
村
と
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
今
よ
り

豊
か
な
暮
し
を
し
た
い
な
と
、
向
こ
う
の
村
の
野
菜
を
食
べ
た

い
だ
と
か
、
隣
の
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
欲
し
い
と
か
思
っ
た
と

き
に
、
都
市
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
都
市
っ
て
「
手
段
」
だ
っ
た
ん
で
す
。
都
市
を
つ
く
ろ
う

と
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て

で
き
て
き
た
の
が
都
市
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

都
市
を
も
う
一
度
捉
え
直
す
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
申
し
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
私
自
身
は
ず
っ
と
都
市
計
画
の
世
界
で
研
究
と
実
務
を

や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
都
市
計
画
の
人

は
、
人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
、
都
市
が
も
た
な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
、

都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
、
都
市
を
小
さ
く
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
市
民
に
対
し
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
。

　

言
わ
れ
た
側
は
、
何
で
都
市
の
た
め
に
自
分
が
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。
人
は
都
市
の

た
め
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め

に
生
き
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
都
市
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
持
っ
て
お
か
な
い
と
、
都
市
計
画
の
な
す
が

ま
ま
に
そ
の
計
画
に
生
活
を
侵
さ
れ
て
し
ま
う
み
た
い
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
と
は

手
段
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

都
市
で
人
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

い
う
の
は
、
必
ず
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
土
地
を
持
っ
て
い

た
り
、建
物
を
持
っ
て
い
た
り
、あ
る
い
は
自
分
の
時
間
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
、
都
市
に
み
ん
な
持
ち
寄
っ
て
、
お
互

い
に
交
換
を
す
る
か
、
分
配
を
し
ま
す
。
誰
か
が
何
か
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
誰
か
と
交

換
す
る
か
分
配
す
る
か
を
し
て
、
適
切
な
資
源
を
す
ぐ
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
が
、
い
い
都
市
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
早
く
退
場
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
し

い
人
に
店
を
貸
す
と
い
う
や
り
方
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

広
場
に
関
し
て
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
れ
は
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
計
画
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
（
※
4
）
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、

建
築
、
こ
の
順
序
で
考
え
ろ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
広

場
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
、
何
が
ほ
し
い
と
、
建
物
か

ら
先
に
行
く
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
ふ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か
ら
発
想
し
て
い
く
と
、
そ
れ
を
行

う
た
め
に
は
建
物
が
要
る
ん
だ
っ
け
、
広
場
が
要
る
ん
だ
っ
け

と
い
う
話
。
広
場
は
、
選
択
肢
の
1
つ
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け

で
。
こ
こ
で
も
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
新
し
く
つ
く
る
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
発
想
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
庭　

個
人
商
店
、
物
を
売
る
っ
て
、
人
の
本
能
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
僕
も
1
回
ぐ
ら
い
お

店
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
人
は
交
換

と
分
配
し
か
す
る
こ
と
が
な
い
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

商
売
は
基
本
的
に
交
換
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
探
し
て
き
た
自
分
が
い
い
と
い
う
も
の
を
、

ほ
か
の
人
の
何
か
と
交
換
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ

く
ら
い
広
い
行
為
と
し
て
商
売
と
い
う
の
を
捉
え
て
い
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
住
宅
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
商
売
を

や
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
で
お
店
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
店
を
借
り
る

だ
け
で
保
証
金
を
20
カ
月
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
最
初
に

1
0
0
0
万
ぐ
ら
い
貯
金
が
な
き
ゃ
で
き
ま
せ
ん
、
み
た
い
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
下
げ
て
み
て
、

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
商
売
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
状
況
が
で

き
て
…
…
。

鈴
木　

そ
の
一
つ
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
（
笑
）

饗
庭　

あ
あ
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
思

う
ん
で
す
。
日
本
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
人
口
が
増
え
て
都
市
が
拡

大
し
た
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
空
間
、
建
築
を
逆
に
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
人
口
が
増
え
る
か
ら
、
ま

ず
建
築
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
ま
ず
い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
、

今
の
状
態
な
ん
で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
広
場
っ
て
お
金
が
あ

る
と
き
し
か
絶
対
つ
く
れ
な
い
し
、
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
し

か
絶
対
広
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
の
世
代
か

ら
言
う
と
、
私
の
父
親
ぐ
ら
い
の
世
代
の
方
が
ほ
ん
と
う
に
た

く
さ
ん
の
広
場
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
い
体
験
が

で
き
る
。
も
う
二
度
と
つ
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
広
場
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
都
市
と
は

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
直
接

お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
方
。
じ
ゃ
、
順
番
に
行
き
ま
す
。

Ｃ
氏　

私
は
こ
の
10
年
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
投
資

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
若
い
人
た
ち
が
来
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。
1
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
何

と
か
す
る
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
30
億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
60
億

人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
ど

う
や
っ
て
そ
ち
ら
に
魅
力
が
あ
る
よ
う
な
都
市
を
つ
く
る
か
が

大
事
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
を
お
聞
き
し
た
い
。

饗
庭　

多
分
、
日
本
の
都
市
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
海

外
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
話
か
な
と
思
い
ま

す
。
都
市
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
外
国
の
人
が
入
っ
て

く
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
の
立
て
方
を
僕
は
あ
ま
り
し
た
こ
と

が
な
く
て
、
そ
れ
は
日
本
人
も
含
め
た
若
い
人
が
、
あ
の
国
に

行
っ
た
ら
、
こ
ん
な
技
術
が
で
き
る
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
都
市
な
ん
か
維
持
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
結
構
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
、
じ
ゃ
、
日
本
の
今
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
も
の
し

か
、
多
分
売
り
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
つ
く
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
が
い
い
の
か
な
、
何
が
売
り
に
な

る
の
か
な
と
思
う
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
妙
に

住
宅
地
と
農
地
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
意
外
と

売
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
か
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
都
市
空
間
も
と
て
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
読
み
取
っ
た
上
で
、

戦
略
的
に
仕
掛
け
る
と
こ
ろ
は
仕
掛
け
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
の
確
保
と
街
の
魅
力

Ｄ
氏　

吉
祥
寺
の
商
店
街
で
店
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
お
伺

い
し
て
い
て
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
一
番
い
い
と
い
う
よ
う
な

話
に
聞
こ
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
商
店
街
の
中
で
も
い
ろ
い

ろ
木
造
建
築
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
建
て
か
え
も
進
ま
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
危
険
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
の
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
が
一
番
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
最
低
限
の
考
え

方
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
安
全
、
防
災
、
そ
れ
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い

う
こ
と
を
、
お
伺
い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
原　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。
木
造
で
密

集
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
に
危
な
い
建
物
が
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ン
ロ
ー
ド
の
中

の
建
物
だ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
だ
か
ら
見
え
に
く
い
で
す
が

お
そ
ら
く
古
い
木
造
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に

行
け
ば
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、
建
物
的
に
は
危
険
な

建
物
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

だ
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
す
ご
く
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し

か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
建
て
か
え
が
な
か
な
か
難
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
変
な
家
賃
が
発
生
し
て
い
る
と
今
日
お
聞
き

し
た
の
で
、
建
物
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
耐
火
と

か
耐
震
の
改
修
の
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
共
同
建
て
替
え
で
、

大
き
な
ビ
ル
に
建
て
直
す
ん
だ
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、

今
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
個
別
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
に
投
資
を
す
る
べ
き
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

島
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
近
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
ど
う
考
え
る
か
、
そ

の
意
識
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
言
っ
た
、
ま
ち
が
好
き
だ
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
防
火
対
策
を
す
る
の
も
そ
う
で
す

し
、路
地
に
物
を
置
か
な
い
と
か
へ
意
識
が
向
く
。
そ
れ
も
や
っ

ぱ
り
店
同
士
、
店
と
人
と
の
関
係
性
の
中
で
起
き
る
と
思
う
ん

で
す
。
関
係
性
を
意
識
し
て
、
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

く
み
た
い
な
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

防
災
は
日
本
に
い
る
限
り
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
と
い
う
か
、
ま
ち
を
挙
げ
て
や
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
私
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
ま

ち
づ
く
り
を
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
い
き
な

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
る
ぞ
と
言
っ
て
も
、
み
ん
な
乗
っ
て
こ
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

　

1
0
0
人
の
人
が
集
ま
っ
て
、
10
人
ぐ
ら
い
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ま
ず
は
10
人
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
防
災
は
共
通
言
語
と
い
う
か
、
み

ん
な
が
そ
う
だ
よ
ね
と
言
う
の
が
防
災
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ち
を
ま
と
め
る
と

き
に
、
防
災
と
い
う
の
は
何
か
き
ず
な
を
つ
く
り
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
防
災
を
ち
ゃ
ん
と
片
手
に
持
っ
て
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

吉
祥
寺
は
空
き
店
舗
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
ま
ち

で
も
な
く
、
き
っ
ち
り
建
物
に
対
す
る
お
金
が
回
っ
て
い
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
建
物
を
改
善
し
な
い
と
、

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
防
災
だ
と
い
っ
て
も
、
建

物
投
資
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や
っ

ぱ
り
今
も
う
か
っ
て
い
る
う
ち
に
、
例
え
ば
月
1
0
0
万
も
う

か
っ
た
う
ち
の
2
万
円
は
必
ず
防
災
に
積
み
立
て
よ
う
と
か
い

う
ふ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
よ
く
お
金
を
出
せ
る
と
き
に
、
お
金
を
た
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
所
有

者
の
方
が
い
く
ら
稼
い
で
い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
防
災
に
行
く

と
い
い
ん
だ
よ
ね
み
た
い
な
話
を
、
や
っ
ぱ
り
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
た
ま
ち
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
の
う
ち
だ
と
は
思
い
ま
す
。

島
原　

東
京
で
今
、
例
え
ば
僕
が
好
き
だ
っ
た
武
蔵
小
山
の
横

丁
も
そ
う
で
す
し
、
京
成
立
石
の
横
丁
も
だ
し
、
あ
ち
こ
ち
で

そ
う
い
う
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
て
い
る
、

最
も
大
き
な
理
由
が
防
災
を
建
前
に
し
た
再
開
発
な
の
で
、
防

災
は
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
防
災
イ
コ
ー
ル
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
い
い
は
ず
。
防
災
は
し
て
ほ
し

い
け
れ
ど
も
、
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
と
い
う
こ
と
は
言
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

饗
庭　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
さ
っ
き
打
ち
合
わ
せ
の
と

き
に
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
の
は
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
が
結
構

い
い
家
賃
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
と
し
て
は
す
ご
く
危
険
な
と

こ
ろ
に
、
た
く
さ
ん
家
賃
が
取
れ
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
を
建
て
か
え
る
方
向
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
物
の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
防
災
性
能
を
上
げ
る
と
い
う

の
は
、
全
然
技
術
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

す
ご
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
状
況
と
い
う
の
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
駅
前
の
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
お
金
も
稼
げ
な
く

な
っ
た
木
造
密
集
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
防
災
を
旗
印

に
し
て
固
い
建
物
を
つ
く
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
今
の
状
態
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
可
能
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
寛
容
性

司
会　

そ
れ
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
て
い
る
質
問
を
も
う
少

し
こ
ち
ら
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
島
原
様
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。「
著
書
で
あ
る
寛

容
社
会
の
都
市
的
要
件
が
吉
祥
寺
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
吉
祥

寺
の
魅
力
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
い
う
ご
質
問
が
来
て
お
り
ま
す
。

島
原　
「
寛
容
社
会
」
と
い
う
の
は
、
今
日
ご
紹
介
し
た

「Sensuous City

﹇
官
能
都
市
﹈」
の
次
の
年
に
出
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
。
官
能
都
市
と
全
然
テ
ー
マ
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
人
と
ど
う
や
っ
て
共
生
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
が
増
え
て
い
く
の
は
確
実
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
日
本
の
住
ま
い
と
い
う
分
野
に
お
い
て
は
、

賃
貸
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
に
対
応
で
き
な
い
、
外
国

人
お
断
り
と
。
一
方
で
、
国
は
経
済
界
の
要
請
で
外
国
人
を

ば
ん
ば
ん
受
け
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り

な
が
ら
、
不
動
産
業
界
が
対
応
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、

ま
ち
の
中
に
外
国
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
嫌
が
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
る
中
で
、

住
む
と
い
う
行
為
の
中
か
ら
外
国
人
と
の
融
合
、
多
文
化
共

生
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
を
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
な
ん
で
す
が
、
最
も

言
い
た
か
っ
た
の
は
、
外
国
人
と
い
う
の
は
日
本
の
中
に
お
け

る
多
様
性
を
は
か
る
最
も
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
外
国
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
街
は
、日
本
人
の
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
や
つ
も
生
き
や
す
い
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ど
う
い
う
状
況
が
外
国
人
に
対
し
て
不
寛
容
か
と
い
う
こ

と
が
調
査
の
結
果
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
で
外

国
人
に
対
し
て
ノ
ー
と
言
う
人
た
ち
の
傾
向
の
1
つ
の
大
き
な

特
徴
が
、
地
域
社
会
で
友
達
が
い
な
く
て
、
自
分
は
地
域
社
会

の
一
員
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

間
が
、
外
国
人
の
こ
と
を
ノ
ー
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
外
国
人
へ
の
寛
容
性
と
関
係
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
デ
ー
タ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
吉
祥
寺
と
い
う
ま

ち
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
、
よ
そ

者
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
そ
う
い
う
素
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

自
分
は
吉
祥
寺
の
人
間
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
他
者
に
関
し
て
も
寛
容
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
寛
容
性
に
つ
い
て
は
都
市
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
吉
祥
寺

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
関
係
性
と
都
市

司
会　

そ
れ
で
は
、
鈴
木
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
。「
都
市

と
は
、
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
魅
力
的
と
言
わ
れ
て
い
る
都
市
に
は
、
そ
の
関
係

性
が
必
ず
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
関
係
性
が

な
い
ま
ち
は
、
魅
力
あ
る
都
市
に
は
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
少
し
話
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
関
係
性
と
い
う
の
は
2
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
帰
属
意
識
と
か
い
う
、
実
際

に
お
話
し
す
る
関
係
性
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
お
話
し
し

な
く
て
も
、
例
え
ば
私
た
ち
が
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
の
席
に
座

る
か
を
決
め
る
と
き
と
い
う
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
関
係
性

で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

　

す
ご
く
空
い
て
い
る
の
に
、
い
き
な
り
隣
に
座
る
人
と
か
、

絶
対
に
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
関
係
性

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
魅
力
的

か
と
い
う
よ
り
は
、
心
地
の
よ
い
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
健

全
な
関
係
性
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
、

台
湾
で
は
子
供
が
す
ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
子
供
と
一

緒
に
行
動
す
る
の
が
楽
だ
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
子
供
を
も
う
一
人
産
ん
で
も

い
い
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
都
市
に
お

け
る
子
ど
も
と
他
者
の
関
係
性
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
関
係
性
を
見
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
ま
だ
視
点
が
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
都
市
は
あ
な
た
と
私
の
関
係
性
の
連
続

と
い
う
ふ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
幸
福
感

司
会　

で
は
、
最
後
に
饗
庭
さ
ん
に
も
1
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

「
少
子
化
、
都
市
集
中
化
の
時
代
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
、
吉
祥
寺
を
ど
う
い
う
ま

ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
か
。
特
に
若
者
に
も
魅
力
的

で
あ
る
に
は
、
と
い
う
観
点
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

饗
庭　

少
子
化
も
、
高
齢
化
も
、
統
計
的
に
見
た
ら
不
幸
な
出

来
事
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
本
人
た
ち
に
と
っ
て
み

れ
ば
全
然
幸
せ
な
ん
で
す
ね
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
っ
た

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
が
全
員
不
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
質
問
が
少
し

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。

　

一
人
一
人
の
人
た
ち
の
幸
福
感
と
い
う
か
、
俺
は
幸
せ
だ
な

と
か
、
楽
し
く
生
き
て
い
る
な
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

な
ん
で
す
。
変
わ
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
家
と
か
余
っ

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
一
人
っ
子
と
か
、
部
屋
を
3
つ
ぐ
ら
い

使
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
言
う
と
、
よ
り
幸
福
感

が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
と
、
人
口
減
少
も
含
め
て
、

何
か
暗
い
言
葉
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人

一
人
の
主
観
で
見
た
と
き
に
、
例
え
ば
去
年
人
口
が
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
っ
た
か
。
多
分
2
0
0
万
人
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
、
何
も
感
じ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

2
0
0
万
人
減
っ
て
つ
ら
い
と
誰
も
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
か
、
社
会
の
動

き
と
個
人
の
幸
福
感
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
は
ず
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
が
普
通
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
人
が
楽
し
い
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
を
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
都
市
を
存
分
に
使
い
倒
す

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て

司
会　

最
後
に
お
三
方
か
ら
、
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
っ
て
、
一
言
ず
つ
感
想
な
ど
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

島
原　

今
日
は
長
時
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
、
私
も

約
30
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
の
こ
ろ
吉
祥
寺
に
入
り
浸
っ
て
い
た

人
間
で
、
吉
祥
寺
が
好
き
で
遊
ん
で
い
た
人
間
な
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
で
ま
さ
か
こ
う
い
う
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ
の
中
で
武
蔵
野
市
が

3
位
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
の
吉
祥
寺
だ
と
思
っ
て
、
い

つ
声
が
か
か
る
か
な
と
待
っ
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。

　

や
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
だ
け
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
鈴
木
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
と

の
お
話
、
お
会
い
す
る
の
は
3
度
目
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
方
に
す

ご
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

鈴
木　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
島

原
さ
ん
と
饗
庭
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
て
、
読
み
な
が
ら
大
興

奮
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
お
も
し
ろ
い
本
で
、
そ
ん
な
お
二
人
と

お
話
し
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
て
も
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
都
市
っ
て
一
人
の
正
義
で
動
か
し
て
は
い
け
な

い
も
の
な
ん
だ
な
と
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
楽
し
ん

で
愛
着
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
は
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
考
え

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

饗
庭　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結

婚
式
み
た
い
な
場
の
感
じ
、
す
ご
く
居
心
地
が
悪
く
て
し
よ
う

が
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
、
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
皆
さ
ん
を
観

察
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
事
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
知
り
合
い
と
し
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

で
す
よ
ね
。
わ
り
と
お
も
し
ろ
そ
う
な
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
に
、
隣
の
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
マ
イ
ク
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

な
の
で
、
僕
の
挨
拶
は
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
の
で
、
終
わ
っ
た

後
、
5
分
間
だ
け
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
横
を
向
い
た
ら
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
は
ず
な
の

で
、
知
ら
な
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
、
何
で

来
た
の
と
い
う
話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
と
聞
い
て
、

そ
れ
ぐ
ら
い
を
し
ゃ
べ
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
す
る
と
都
市
っ
ぽ
い
な
と
。
名
前
と
か
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
匿
名
性
が
大
事
な
の
で
、
名

前
と
か
、
名
刺
と
か
出
さ
な
い
で
、
す
ご
い
偉
い
人
と
学
生
が

し
ゃ
べ
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
都
市
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
吉
祥
寺
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

「
吉
祥
寺
で
語
り
合
う
〝
都
市
の
本
質
〞
と
は
」
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
催
日
時　

12
月
21
日（
金
）
14
時
〜
17
時
30
分　

吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

 

・
第
一
部
（
14
時
〜
14
時
50
分
）
対
談

　

 

隈 

研
吾
氏
、
饗
庭 

伸
氏
（
首
都
大
学
東
京 

教
授
）

 

・
第
二
部
（
15
時
〜
16
時
30
分
）　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

 

饗
庭 

伸
氏
（
首
都
大
学
東
京 

教
授
）、
島
原 

万
丈
氏
（LIFU

LL H
O

M
E ’S

総
研
所
長
）、

　

 

鈴
木 

美
央
氏
（
建
築
家
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
専
門
家
）

 

・
第
三
部
（
16
時
40
分
〜
17
時
30
分
）　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

 

別
会
場
に
て
、
立
食
形
式
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、 「
第
二
部
・
登
壇
者
」
へ
の
質
疑
応
答
や

　

 

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
同
士
で
語
り
合
っ
て
い
た
だ
く
場
と
し
ま
し
た
。


